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vol.133

10 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐

　9月 25 日、但馬牧場公園で「第 23回但馬“牛まつり”」を開催しました。メイン
イベントは毎年恒例「牛車の花嫁行列」。牛に引かれて花嫁が登場すると、会場から大
きな歓声が上がりました。（関連記事は裏表紙）
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結
核
は
現
代
の
病
気
で
す

　

昭
和
20
年
代
ま
で
「
国
民
病
」
と
恐
れ
ら
れ
て
い
た
結
核
で
す

が
、
医
療
や
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
り
薬
を
飲
め
ば
治
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
も
国
内
で
集
団
感
染
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
認
め
ら
れ
る
な
ど
ま
だ
ま
だ
無
く
な
ら
な
い
現
代
の
病
気

と
い
え
ま
す
。

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
管
内
に
お
い
て
平
成
27
年
に
新
た
に
5

人
の
結
核
患
者
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
で
は
、
全
員
が

70
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し
た
が
、
ど
の
年
代
で
も
発
病
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
。

　

結
核
は
自
分
の
た
め
に
も
、
大
切
な
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に

も
早
期
発
見
が
非
常
に
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
年
に
一
度
は

健
康
診
断
を
受
け
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
り
ま
し
ょ
う
。

▼
結
核
の
症
状　

咳
、
痰
、
体
重
減
少
、
微
熱
、
疲
労
感
、
胸
痛

※
特
に
２
週
間
以
上
咳
や
痰
が
続
く
場
合
は
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

▼
特
に
注
意
が
必
要
な
方

◇
乳
幼
児

◇
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
の
病
気
や
治
療
に
よ
り
免
疫
力
が
低
下

し
て
い
る
人

◇
生
活
が
不
規
則
な
人
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
人

町
ぐ
る
み
健
診
　
最
終
日
の
ご
案
内

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

10
月
14
日
（
金
）

◇
浜
坂
保
健
セ
ン
タ
ー　

受
付　

午
前
8
時
～
10
時

◇
す
こ
や
か
～
に　
　
　

受
付　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

※
受
診
票
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課  

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０
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る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
難
聴

対
策
と
し
て
補
聴
器
の
利
用
を

勧
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
の
補
聴
器
は
、
デ
ジ
タ

ル
式
で
雑
音
が
少
な
く
、
以
前

の
ア
ナ
ロ
グ
式
よ
り
聞
き
取
り

や
す
く
な
っ
て
い
る
反
面
、
細

か
い
調
整
が
必
要
。
ま
た
、
補

聴
器
で
聞
き
取
る
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
も
必
要
で
、
着
け
た
ら
直
ぐ

聞
き
取
り
や
す
く
な
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
が
、

検
査
か
ら
治
療
、
補
聴
器
の
相

談
ま
で
浜
坂
病
院
で
対
応
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
と

感
じ
た
ら
、
浜
坂
病
院
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

町政のうごきから

　

9
月
23
日
、
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
で
、
兵
庫
医
科
大
学
の
三
代

康
雄
教
授
（
浜
坂
病
院
で
非
常
勤
診
療
）
に
よ
る
講
演
会
「
き
こ
え

の
仕
組
み
と
難
聴
の
治
療
～
浜
坂
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
紹
介
を
か
ね

て
～
」
を
開
催
。
１
２
２
人
が
参
加
し
、
耳
の
仕
組
み
や
難
聴
の
原

因
、
検
査
や
治
療
の
方
法
、
補
聴
器
に
つ
い
て
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
　

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

健
康
推
進
係　

℡
99
‐
２
９
４
０

兵
庫
医
科
大
学 

耳
鼻
咽
喉
科
・
頭
頸
部
外
科

  
三
代
康
雄 

教
授
　
講
演
会

　

最
初
に「
き
こ
え
の
仕
組
み
」

に
つ
い
て
、
耳
の
中
を
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
で
説
明
。
難
聴
に
は

大
き
く
分
け
て「
伝
音
性
難
聴
」

と
「
感
音
性
難
聴
」
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

　

伝
音
性
は
、
耳
あ
か
、
虫
が

入
る
、
中
耳
炎
な
ど
、
外
耳
～

中
耳
に
原
因
が
あ
り
、
治
り
や

す
い
難
聴
で
す
が
、感
音
性
は
、

内
耳
～
脳
に
原
因
が
あ
る
突
発

性
や
加
齢
性
な
ど
の
原
因
が
特

定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多

く
、
治
り
に
く
い
難
聴
で
す
。

　

難
聴
に
な
る
と
、
人
と
の
会

話
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
面
倒
に
な
り
、
脳
の
刺
激

が
減
少
し
、
認
知
症
が
進
行
す
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麻
し
ん
（
は
し
か
）
に
つ
い
て

兵
庫
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　

麻
し
ん
が
流
行
し
て
お
り
、
兵
庫
県

内
で
も
集
団
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
麻
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
感
染

し
た
人
と
接
触
し
て
い
な
く
て
も
、
空

気
中
に
浮
遊
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込

む
だ
け
で
感
染
（
空
気
感
染
）
し
ま
す
。

そ
の
た
め
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い

と
多
く
の
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。

　

予
防
接
種
が
1
回
だ
っ
た
26
～
44
歳

の
方
は
、
免
疫
が
十
分
で
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
か

か
る
と
重
症
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
お
子
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
大
人
の

方
も
母
子
手
帳
等
で
接
種
歴
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
麻
し
ん
の
症
状

◇
潜
伏
期
（
10
～
12
日
間
）　

無
症
状

◇
カ
タ
ル
期
（
3
～
5
日
間
）

　

38
度
前
後
の
発
熱
、
咳
、
鼻
水
、
結

膜
充
血

◇
発
疹
期
（
4
～
5
日
間
）　

　

再
度
39
～
40
度
の
発
熱
、
赤
い
小
さ

な
発
疹

▼
合
併
症

　

気
管
支
炎
、
肺
炎
、
中
耳
炎
、
脳
炎

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

麻
し
ん
は
、
1
歳
か
ら
2
歳
の
間
に

か
か
り
や
す
い
感
染
症
で
す
が
、
予
防

接
種
を
す
る
こ
と
で
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
1
歳
に
な
っ
た
ら
な
る

べ
く
早
く
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
接
種
す
る
と
き
は
医

療
機
関
に
必
ず
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ

ン
定
期
予
防
接
種
対
象
者

◇
Ⅰ
期　

生
後
12
ヶ
月
～
24
ヶ
月
未
満

◇
Ⅱ
期　

小
学
校
就
学
前
の
1
年
間

麻
し
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

早
め
に
医
療
機
関
に
相
談
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。
麻
し
ん
患
者
と
直
接
接

し
て
い
た
場
合
は
、
受
診
前
に
必
ず
そ

の
こ
と
を
医
療
機
関
へ
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
他
の
人
が
感
染
し
な
い
よ
う

に
外
出
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

麻
し
ん
に
関
す
る
情
報
は
、
兵
庫
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
や
相
談
は
最
寄
り
の
健
康
福

祉
事
務
所
（
保
健
所
）
へ
。

―
問
合
せ
―　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
７
２

こ
ん
に
ち
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
！

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
の

中
に
「
介
護
予
防
」
が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
生
活
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
町
で
は
「
い
き
い
き
百

歳
体
操
」
を
地
域
に
広
め
て
い
ま
す
。

錘
を
使
用
し
た
筋
力
運
動
で
す
。

　

昨
年
か
ら
実
施
し
た
地
域
の
方
の
声

で
す
。

身
体
の
変
化

◇
体
の
動
き
が
軽
く
な
っ
た
。

◇
足
に
筋
肉
が
つ
い
た
。
ズ
ボ
ン
が

立
っ
て
穿
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◇
こ
む
ら
返
り
が
減
っ
た
。

◇
一
段
一
段
上
が
っ
て
い
た
の
が
、
両

足
で
ス
ム
ー
ズ
に
上
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

◇
足
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。

◇
椅
子
か
ら
ス
ー
と
立
ち
上
が
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

◇
立
ち
上
が
り
や
す
く
な
っ
た
。

気
持
ち
、
生
活
の
変
化

◇
い
き
百
に
出
て
、
人
に
会
え
る
、
気

分
が
晴
れ
る
。

◇
皆
と
一
緒
に
し
て
楽
し
い
。

◇
雨
が
降
る
と
出
に
く
い
が
、
自
宅
か

ら
10
分
歩
い
て
来
る
。
気
分
が
良
く

な
っ
た
。

◇
楽
し
く
な
っ
た
。

◇
車
を
利
用
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ

た
。
散
歩
す
る
機
会
が
増
え
た
。

◇
痛
み
は
な
い
が
歩
き
に
く
い
。
先
生

も
体
操
を
勧
め
て
く
れ
て
い
る
。

▼
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
５
６
２
３
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～認知症になっても安心して暮らせるために～

新温泉町認知症高齢者等 見守り・SOS ネットワーク
▼問合せ　新温泉町地域包括支援センター　℡ 82-5623　

町政のうごきから

◆
新
温
泉
町
認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
・　

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

　

町
で
は
、
認
知
症
等
の
病
気
に
よ
り
迷
っ

て
し
ま
う
な
ど
、
行
方
不
明
に
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
を
、
関
係
機
関
や
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
力
機
関
、
そ
し
て
住
民
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
、
日
頃
か
ら
地
域
で
見
守
り
（
安

心
し
て
暮
ら
せ
、
行
方
不
明
の
未
然
防
止
に

つ
な
が
る
）
を
行
い
、
行
方
不
明
に
な
っ
た

場
合
、
速
や
か
に
発
見
活
動
を
開
始
す
る
支

援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
ま
す
。

◆
事
前
登
録
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
事
前
登
録
制
度
と
は
？

　

認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
り
行
方
不
明
に

な
る
恐
れ
の
あ
る
方
が
、
事
前
に
本
人
の

身
体
的
特
徴
や
連
絡
先
、
写
真
な
ど
を
登

録
し
て
お
く
制
度
で
す
。

▽
事
前
登
録
の
メ
リ
ッ
ト　

～
ご
本
人
・
ご

家
族
の
方
の
安
心
に
つ
な
が
り
ま
す
～

◎
個
人
ご
と
の
状
況
に
応
じ
て
見
守
り
体
制

を
検
討
し
、地
域
で
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

※
本
人
が
、
そ
の
人
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◎
行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
は
、
依
頼
を
受

け
て
各
関
係
機
関
や
地
域
の
協
力
者
に
情

報
を
発
信
し
、
発
見
活
動
を
し
ま
す
。

※
登
録
し
て
い
て
も
、
自
動
的
に
行
方
不
明

時
の
発
見
活
動
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◆
い
ざ
と
い
う
時
は
…

　

～
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
～

　

た
め
ら
わ
ず
に
、
早
め
に
警
察
署
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　

日
中
行
方
不
明
に
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
、
自
力
で
探
し
て
見
つ
か
ら
ず
夕

方
に
な
っ
て
か
ら
警
察
署
に
届
け
る
こ

と
が
多
い
で
す
が
、
時
間
が
た
て
ば
た

つ
ほ
ど
捜
索
範
囲
を
広
げ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
発
見
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
く
警
察
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
相
談
窓
口　

美
方
警
察
署

　

℡
82
‐
０
１
１
０

◆
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
！

　

町
で
は
、
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
町
内

の
住
民
の
方
や
団
体
、
企
業
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

登
録
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
地

域
で
の
生
活
を
通
じ
て
、
対
象
者
へ
の

目
配
り
や
声
か
け
、
異
変
を
察
知
し
た

場
合
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
、
ま
た
、

対
象
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
際
に

は
、
可
能
な
範
囲
で
早
期
発
見
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
。（
捜
索
な
ど
活
動

を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

家族  等 家族  等

発見報告 協力依頼

見守り・ＳＯＳネットワーク構成員（協力機関等）

見守り協力依頼

地域包括支援センター

地域包括
支援センター

行方不明者届
の提出

（行方不明者
発見活動）

見守り・ＳＯＳネットワーク構成員（協力機関等）

警察署

警察署

事前登録

「事前の登録による日頃の見守りネットワーク」   　　　　  「緊急時早期発見に取組む SOS ネットワーク」

本人
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町政のうごきから

１人暮らし高齢者・高齢者世帯の
迷惑防止機器の設置について

糖尿病予防教室（だ糖教室）のお知らせ
　日本人の 4 人に 1 人が糖尿病、糖尿病予備軍といわれる時代です。
　糖尿病は、動脈硬化の原因になり、さまざまな疾病を引き起こすので、医療費もたくさんかかります。
糖尿病（生活習慣病）にならないために、今できることからはじめませんか？
　それぞれの専門職が講話や調理実習、運動を交えながらわかりやすく説明します。
　関心のある方は、下記までお申し込みください。後日、詳しい内容をお知らせします。
▼糖尿病予防教室（だ糖教室）開催予定
　下記の日程と内容で行う予定です。開始時間はすべて午前 10時です。

回 月　日 内容 場所 講師
１ 10月 11日（火）糖尿病とはどんな病気？ 浜坂保健センター 保健師
２ 10月 17日（月）バランスを考えた食事について すこやか～に 栄養士
３ 10月 27日（木）ノルディックウォーキング（運動） 浜坂体育センター ノルディック講師
４ 10月 31日（月）調理実習 町民センター 栄養士
５ 11月   8 日（火）ノルディックウォーキング（運動） 未定 ノルディック講師
６ 11月 18日（金）ノルディックウォーキング（運動） 未定 ノルディック講師
７ 11月 25日（金）ノルディックウォーキング（運動） 未定 ノルディック講師
８ 12月   5 日（月）ノルディックウォーキング（運動） 未定 ノルディック講師

▼申込み・問合せ　健康福祉課　健康推進係　℡ 99-2940

　近年、訪問販売や電話での勧誘による被害が増えています。兵庫県では、65 歳以上の高齢者被害が全
体の約半数を占めており、当町でも、高齢者被害の対策を行うことが必要となっています。
　そこで、新温泉町消費生活センターでは、迷惑防止機器（通話録音装置）の設置を検討することとなり、
以下のとおり設置希望者数の調査を行います。
▼迷惑防止機器とは…
　通話録音装置で着信前に通話を録音する旨の警告メッセージを流し、通話を録音します。
　※不審な業者等の場合は、警告メッセージが流れている間に電話を切ることが見込めます。

迷惑防止機器の設置を希望します。
①　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　

②　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　

③　生年月日　　　　　　年　　　　月　　　　日

＜キリトリセン＞

▼問合せ　新温泉町消費生活センター
　（温泉総合支所内）　℡ 92-2070

　※通話が録音されているので、後で内容確認が出来ます。
　※通話料はかかりません。電気代もほとんどの場合、増額はありません。
▼調査対象者　満 65歳以上の１人暮らし、もしくは、満 65歳以上の方で構成される世帯
　※上記以外でも対象になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
▼調査方法　設置を希望される方は下記の用紙に必要事項を記入し、郵送で
　提出しいただくか、各地区民生児童委員にお渡しください。
▼提出期限　11月 30日（水）
※注意　来年度以降の事業ですので、今年度の設置はありません。
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適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
の
増
加
が
住
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
保
護
し
、
生
活
環
境
を

保
全
す
る
と
と
も
に
空
き
家
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
昨
年
5
月
22
日
に
空
家
等

対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
市

町
村
に
は
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
指
導
・
助
言
、
勧
告
等
の
措
置
な
ど
一
定
の

権
限
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
空
き
家
対
策
を
め
ぐ
る
町
の
動
き
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

地
域
整
備
係　

℡
82
‐
３
１
１
５

▼
新
温
泉
町
の
空
き
家
の
状
況

　

昨
年
、
各
集
落
・
町
内
の
空
き
家
実

態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
空
き
家
と
み

ら
れ
る
物
件
が
３
６
９
件
あ
り
ま
し
た
。

▼
老
朽
化
空
き
家
の
問
題

　

適
正
に
管
理
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
老

朽
化
し
た
空
き
家
は
、
倒
壊
・
放
火
、

雑
草
の
繁
茂
、
害
虫
の
大
量
発
生
、
不

法
侵
入
、
不
法
投
棄
な
ど
防
災
面
を
は

じ
め
と
し
て
周
辺
住
民
に
様
々
な
悪
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

▼
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
空
家
特
措
法
）

◇
市
町
村
の
役
割

　

市
町
村
は
、
国
の
基
本
指
針
に
即
し

た
空
家
等
対
策
計
画
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
、
同
計
画
の
作
成
及
び
変
更

並
び
に
実
施
に
関
す
る
協
議
を
行
う

た
め
の
空
家
等
対
策
協
議
会
を
組
織

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
「
空
家
等
」
と
「
特
定
空
家
等
」

　

空
家
特
措
法
で
は
、
建
築
物
又
は

こ
れ
に
附
属
す
る
工
作
物
で
あ
っ
て

１
年
以
上
居
住
そ
の
他
使
用
が
な
さ

れ
て
い
な
い
も
の
及
び
そ
の
敷
地
を

「
空
家
等
」、
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば

倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
状
態
又
は
著
し
く
衛

生
上
有
害
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状

態
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
著
し
く
景
観
を
損

な
っ
て
い
る
状
態
そ
の
他
周
辺
の
生

活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
に
放
置

す
る
こ
と
が
不
適
切
で
あ
る
状
態
に

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
空
家
等
を
「
特

定
空
家
等
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。

◇
除
却
等
の
強
制
撤
去
が
可
能
に

　

特
定
空
家
等
の
所
有
者
が
、
除
却
、

修
繕
等
の
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
や

命
令
に
従
い
改
善
に
着
手
し
て
も
不

十
分
な
場
合
に
は
、
行
政
代
執
行
の

方
法
に
よ
り
強
制
執
行
を
行
う
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

◇
税
制
面
に
お
け
る
措
置

　

特
定
空
家
等
に
対
し
て
勧
告
を
受
け

る
と
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特

例
（
住
宅
用
地
面
積
が
２
０
０
㎡
以

下
の
場
合
、
6
分
の
1
）
か
ら
除
外

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
新
温
泉
町
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
が
倒
壊
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
の
緊
急
時
に
お

け
る
応
急
措
置
等
に
つ
い
て
規
定
し
、

空
家
特
措
法
を
補
完
す
る
町
条
例
を
本

年
３
月
に
制
定
し
ま
し
た
。

空
き
家
の
適
切
な
管
理
に
向
け
て

▼
空
家
等
対
策
協
議
会
の
設
置
、
空
家

等
対
策
計
画
の
策
定

　

町
で
は
、
今
後
策
定
す
る
空
家
等
対

策
計
画
に
基
づ
い
て
空
家
対
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。
計
画
の
策
定
に
向
け

て
本
年
７
月
に
空
家
等
対
策
協
議
会
を

設
置
し
、現
在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
空
き
家
除
却
の
助
成
制
度

　

老
朽
化
し
た
空
き
家
を
除
却
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
除
却
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
老
朽

危
険
空
き
家
除
却
補
助
金
交
付
制
度
を

今
年
度
か
ら
創
設
し
ま
し
た
。

◇
助
成
要
件

◎
町
か
ら
助
言
又
は
指
導
を
受
け
て
い

る
空
き
家

◎
町
が
定
め
る
老
朽
危
険
空
家
判
定
基

準
を
満
た
す
空
き
家　

等

◇
助
成
内
容

◎
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の
3
分
の
2

◎
補
助
金
限
度
額　

１
０
０
万
円

▼
空
き
家
の
活
用

　

空
き
家
の
な
か
で
も
利
用
可
能
な
も

の
を
活
用
し
、
移
住
定
住
の
促
進
を
図

る
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
や
「
空
き

家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」
を
今
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
活

用
を
お
考
え
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
問
合
せ　

商
工
観
光
課　

商
工

振
興
係　

℡
82
‐
５
６
２
５
）　
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郷
土
の
先
人
で
書
家
の
宇
野
雪
村
先
生
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
書
道
の

普
及
を
図
る
た
め
「
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
入
賞
作
品
が
決
ま
り
、
最
優
秀
の
宇
野
雪
村
賞
・
文
部
科
学
大
臣

賞
に
神
戸
市
の
大
前
恵
里
子
さ
ん
の
作
品
「
風
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
蒼
」「
陽
」「
風
」「
希
望
」
を
規
定
課
題
に
選
定
し
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
、
一
般
の
部
に
８
９
５
点
、
学
生
の
部
に
５
３
７
点
、
合

計
１
４
３
２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

宇
野
雪
村
賞
作
品
展

　

特
別
賞
入
賞
作
品（
一
般
の
部
19
点
、

学
生
の
部
11
点
）
の
作
品
を
展
示
し
ま

す
。迫
力
あ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

▪
第
１
期

　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▪
第
２
期

　

11
月
23
日
（
水
）
～
27
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

浜
坂
先
人
記
念
館
（
木
曜
日
休
館
）

「　風　」
宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した

大前恵里子さんの作品

宇野雪村先生（1912 ～ 95）

第
17
回
宇
野
雪
村
賞
全
国
書
道
展 

入
賞
者
決
定

審
査
委
員
長
講
評

　
中
原
志し

軒け
ん

審
査
委
員
長
（
雪
村
先
生
が
結

成
し
た
奎け
い

星せ
い

会
の
会
長
）
は
、「
今
回
展
は

昨
年
に
比
べ
て
出
品
数
も
増
し
、
多
彩
な
表

現
も
多
く
、
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
宇

野
雪
村
賞
（
文
部
科
学
大
臣
賞
）
の
作
品
は
、

本
年
の
規
定
課
題
「
風
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、

筆
の
特
質
を
十
分
に
駆
使
し
て
潤
滑
が
美
し

く
、
強
靱
で
躍
動
感
に
満
ち
て
い
る
。
造
形

の
中
心
を
少
し
左
上
に
寄
せ
、
迷
い
な
く
右

の
空
間
に
放
た
れ
た
筆
線
は
あ
ざ
や
か
に
余

白
に
響
き
、
紙
面
全
体
を
制
御
し
て
、
新
た

な
造
形
空
間
を
創
出
し
た
、
ま
さ
に
一
瞬
の

風
の
姿
を
切
り
取
っ
た
生
命
力
溢
れ
る
快
作

で
あ
る
」
と
講
評
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
回
新
温
泉
町
　
　

　
小
中
学
生
書
作
品
展

　

雪
村
賞
全
国
書
道
展
の
協
賛
事
業
と

し
て
、
書
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、
町

内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。

　

教
育
長
賞
、
奨
励
賞
、
入
選
作
品
約

１
８
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
9
日（
水
）～
20
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
（
木
曜
日
休
館
）

―
問
合
せ
―　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０
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平
成
27
年
度
決
算
報
告

  
わ
が
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
と
8
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
で
、
歳
入

１
６
０
億
２
６
８
０
万
円
、
歳
出
１
５
４
億
３
６
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳

入
か
ら
歳
出
を
引
き
、
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
を
差
し
引
い
た
結
果
、

５
億
７
９
９
０
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
国
（
総
務
省
）
が
公
表
す
る
地
方
財
政
統
計
の
「
普
通
会
計
」
と

い
う
会
計
区
分
に
よ
り
、
平
成
27
年
度
の
決
算
・
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
歳
入
】

　

町
税
は
14
億
４
４
１
万
円
（
前
年
度

比
５
６
４
１
万
円
、
3
・
9
％
の
減
）、

全
体
の
12
・
９
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
最
も
大
き
な
も
の
は
地

方
交
付
税
で
、51
億
３
４
１
８
万
円（
同

１
４
１
７
万
円
、
0
・
3
％
の
増
）
と

全
体
の
47
・
0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
6
億
５
０
１
４
万

円
（
同
1
億
６
６
３
９
万
円
、
20
・

4
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
の

主
な
要
因
は
、
前
年
度
の
道
整
備
交
付

金
、
防
災
安
全
交
付
金
事
業
、
公
共
土

木
施
設
災
害
復
旧
事
業
、
文
教
施
設
災

害
復
旧
事
業
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
・
防
災
安
全
交
付
金
（
汚
水
処
理

施
設
共
同
整
備
事
業
）、
が
ん
ば
る
地

域
交
付
金
等
の
補
助
事
業
の
完
了
に
伴

う
も
の
で
す
。
一
方
で
、
学
校
施
設
環

境
改
善
交
付
金
事
業
、
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
・
道
路
等
関
連
分
、
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
・
防
災
安
全
交

付
金
事
業
（
除
雪
事
業
分
）
等
が
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
借
金
で
あ
る
町
債
は
、
16
億

９
９
９
６
万
円
（
同
6
億
７
８
５
９
万

円
、
66
・
4
％
の
増
）
を
借
り
入
れ
ま

し
た
。

　

歳
入
全
体
で
は
、
平
成
26
年
度
に
比

べ
て
4
億
５
４
１
万
円
の
増
（
同
3
・

9
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
で
は
、
退
職
者
の
補
充
抑
制
で

人
件
費
が
14
億
２
５
９
８
万
円
（
同

１
億
１
０
５
０
万
円
、
7
・
2
％
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

扶
助
費
は
、
国
制
度
の
臨
時
福
祉
給

付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

の
支
給
が
継
続
さ
れ
８
億
９
３
８
７
万

　  

普
通
会
計
の
決
算
状
況

町税 
14 億 441 万円
12.9％

地方譲与税・交付金
4億 4,776 万円
4.1％

地方交付税
51億 3,418 万円
47.0％分担金及び負担金 

416 万円
0.0％

使用料及び手数料
3億 1,727 万円
2.9％

国庫支出金
6億 5,014 万円
5.9％

県支出金
7億 1,307 万円
6.5％

財産収入・寄附金
1,569 万円
0.1％

繰入金
9,776 万円
0.9％

諸収入
3億 7,953 万円
3.5％

町債
16億 9,996 万円
15.6％

人件費
14億 2,598 万円
13.6％

物件費
17億 1,755 万円
16.4％

維持補修費
8,355 万円
0.8％

扶助費
8億 9,387 万円
8.6％

補助費等
22億 1,482 万円
21.2％

公債費
15億 3,959 万円
14.7％

積立金
653 万円
0.1％

投資及び出資金､ 貸付金
2億 5,930 万円
2.5％

繰出金
12億 9,787 万円
12.4％

普通建設事業費
9億 7,089 万円
9.3％

災害復旧事業費
4,445 万円
0.4％

普通会計

歳入
109 億 2,858 万円

普通会計

歳出
104 億 5,440 万円

繰越金
6,465 万円
0.6％
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年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 27年度 84.2 9.6 13.6 105.8 0.257 6.9 

平成 26年度 87.0 10.6 15.1 110.0 0.255 0.6 

【 一般会計・特別会計 】

【 企業会計 】

【 財政構造 】

（単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収 入 支 出 収 入 支 出

浜坂温泉配湯事業会計 51,826 38,470 0 66,797

水道事業会計 428,272 425,302 283,518 468,141

公立浜坂病院事業会計 1,199,342 1,306,989 159,000 158,611

（単位：千円）

（単位：％）

会　　計　　名 歳入総額
（A）

歳出総額
（B） （A) － (B） 翌年度に繰り

越すべき財源 実質収支

一 般 会 計 10,757,251 10,326,689 430,562 3,024 427,538
特 別 会 計 5,269,552 5,076,997 192,555 40,188 152,367

国民健康
保険事業

事業勘定 2,159,779 2,107,568 52,211 0 52,211
照診施設勘定 32,280 32,280 0 0 0
八診施設勘定 16,469 16,469 0 0 0
歯科診施設勘定 50,099 50,098 1 0 1

後期高齢者医療事業 202,552 199,824 2,728 0 2,728
介護保険事業 1,704,193 1,648,867 55,326 0 55,326
浜坂地区残土処分場事業 132,987 92,236 40,751 40,188 563
温泉地区残土処分場事業 42,645 42,569 76 0 76
コミュニティ ･プラント事業 49,850 47,055 2,795 0 2,795
七釜温泉配湯事業 36,646 31,724 4,922 0 4,922
下水道事業 842,052 808,307 33,745 0 33,745

合　　　計 16,026,803 15,403,686 623,117 43,212 579,905

円
（
同
３
５
２
万
円
、
0
・
4
％
の
増
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
、
10
億
１
５
３
４
万
円
（
同

3
億
４
７
５
８
万
円
、
25
・
5
％
の
減
）
と
な
り

ま
し
た
。
主
な
要
因
は
、
歳
入
の
国
庫
支
出
金
の

要
因
と
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
。

　

借
入
金
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、

15
億
３
９
５
９
万
円
（
同
２
７
８
１
万
円
、
１
・

８
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

【
町
債
と
基
金
】

　

平
成
27
年
度
末
の
町
債
残
高
は
、

１
３
５
億
５
４
９
３
万
円
と
な
り
、
前
年
度
末
に

比
べ
３
億
１
１
６
３
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
の
残
高
は
、
29
億
７
０
８
１
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
６
１
５
１
万
円
減
少
し

ま
し
た
。　

　

経
常
収
支
比
率
は
、
84
・
2
％
で
前
年
度
に
比

べ
て
2
・
8
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

　

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
人
件
費
の
削
減
効
果

に
よ
り
分
子
の
数
字
が
大
幅
に
減
少
し
た
こ
と
、

地
方
消
費
税
や
普
通
交
付
税
等
の
増
に
よ
り
分
母

の
数
字
が
若
干
の
増
加
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、実
質
公
債
費
比
率
（
過
去
３
か
年
平
均
）

は
13
・
6
％
で
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
１
・
5
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
の
目

標
の
18
％
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
財
政
構
造
の
分
析
　

◎平成 27 年度決算の詳細は、役場と温
泉総合支所で閲覧できるほか、町ホー
ムページに掲載しています。

◆問合せ　総務課 財政係℡82-3111

＊用 語 解 説＊
普通会計　地方財政統計上統一的に用
いられる会計区分。新温泉町では、
一般会計、浜坂地区残土処分場事
業会計、温泉地区残土処分場事業
会計、コミュニティプラント事業
会計の４会計をいう。

経常収支比率　町税、地方交付税を中
心とする経常一般財源が、人件費、
扶助費、公債費のような義務的経
費にどの程度使用されているかに
よって、財政構造の弾力性を判断
するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還
に必要な経費）に充当された一般
財源の一般財源総額に占める割合。

実質公債費比率　一般会計等が負担す
る元利償還金及び準元利償還金の
標準財政規模を基本とした額に対
する比率。25％以上になると起債
の制限を受ける。

将来負担比率　一般会計等で将来負担
すべき債務が、標準財政規模の何
倍であるかを示したもの。350％以
上で一部起債の制限を受ける。

財政力指数　地方交付税法の規定によ
り算出された数値の過去３か年の
平均値で、自主財源の余裕度を判
断するもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する
実質収支額の割合をいう。

※経常収支比率、公債費比率、実質公債費比率、将来負担比率は低
い方が良いが、財政力指数、実質収支比率は大きい方が良い。

町政のうごきから
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指
標
か
ら
み
る
財
政
状
況

　                   (

財
政
健
全
化
判
断
比
率
等)

資
金
不
足
比
率
の
概
要

資
金
不
足
比
率

⇨
公
立
浜
坂
病
院
事
業
会
計
に
19
・

３
％
（
基
準
は
20
％
）
の
資
金
不
足

が
生
じ
て
い
ま
す
が
、
他
の
事
業
に

は
資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
ご
と
の
資

金
の
不
足
額
の
事
業
の
規
模
に
対
す
る
比

率
で
す
。

　

公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企
業

の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と

比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営
状
態
の
悪
化

の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
町
の
財

政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
呼
ば
れ
る

４
つ
の
指
標
と
資
金
不
足
比
率
を
決
算
時
に
算
定
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
年
度
、
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
上
で
議
会
に
報
告
し
、
公

表
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
決
算
で
は
、
す
べ
て
の
指
標
で
国
が
定
め
る
基

準
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

⇨
平
成
26
年
度
と
比
較
し
て
１
・
５
％

改
善
し
、
平
成
27
年
度
は
13
・
6
％

で
、
基
準
の
25
％
を
下
回
っ
て
い
ま

す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

⇨
連
結
実
質
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
将
来
負
担
比
率

⇨
平
成
26
年
度
の
１
１
０
・
０
％
か
ら

平
成
27
年
度
は
１
０
５
・
８
％
に
低

下
し
、
基
準
の
３
５
０
％
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。

な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経

常
的
一
般
財
源
の
規
模
を
示
す
も
の
）
に

対
す
る
比
率
で
す
。

　

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等
を
行
う

町
の
一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
の
全
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
又
は
資
金
の
不

足
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合
算

し
、
町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指

標
化
し
、
町
全
体
と
し
て
の
財
政
運
営
の

　

地
方
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る

出
資
法
人
等
に
係
る
も
の
も
含
め
、
町
の

一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
を
基
本
と
し
た

額
に
対
す
る
比
率
で
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地
方
債
）

や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担

等
の
現
時
点
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来

財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合
い
を
示
す

指
標
と
も
い
え
ま
す
。

　

町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利

償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金
の
標
準
財
政

規
模
を
基
本
と
し
た
額

※

に
対
す
る
比
率
で

す
。

　

借
入
金
（
地
方
債
）
の
返
済
額
及
び
こ

れ
に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
た

も
の
で
す
。

　

地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
の
実
質

公
債
費
比
率
は
、
起
債
に
協
議
を
要
す
る

団
体
と
許
可
を
要
す
る
団
体
の
判
定
に
用

い
ら
れ
る
地
方
財
政
法
の
実
質
公
債
費
比

率
と
同
じ
で
す
。

　

平
成
27
年
度
決
算
も
前
年
度
決
算
に
引

き
続
き
、
実
質
公
債
費
比
率
が
18
％
を
下

回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
は
、

起
債
発
行
時
の
県
の
許
可
が
不
要
と
な

り
、
県
と
の
協
議
で
地
方
債
発
行
が
で
き

ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
か
ら
元
利
償
還
金
等
に

係
る
基
準
財
政
需
要
額
算
入
額
を
控
除

し
た
額
（
将
来
負
担
比
率
に
お
い
て
も

同
じ
）

　

こ
の
４
つ
の
指
標
に
は
、「
早
期
健

全
化
基
準
」（
黄
信
号
）
と
「
財
政
再

生
基
準
」（
赤
信
号
）
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
国
の

定
め
る
基
準
を
超
え
る
と
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、
外
部
監
査
制
度
の
導
入

や
財
政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
義
務

な
ど
が
課
せ
ら
れ
、
国
・
県
の
関
与
の

も
と
財
政
健
全
化
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
の
概
要

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま

す
。

①
実
質
赤
字
比
率

⇨
赤
字
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質

赤
字
額
の
標
準
財
政
規
模
（
町
の
標
準
的
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＊用語解説＊
健全化判断比率　　実質赤字比率、連結実質赤字比率、
実質公債費比率及び将来負担比率の４つの財政指標
の総称

一般会計等　　地方公共団体財政健全化法における実
質赤字比率の対象となる会計で、地方公共団体の会
計のうち、地方公営事業会計以外のもの

実質赤字比率　　一般会計等を対象とした実質赤字
の、標準財政規模に対する比率

標準財政規模　　地方公共団体の標準的な状態で通常
収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すも
ので、標準税収入額等に普通交付税を加算した額

公営企業（法適用企業・法非適用企業）　　地方公共団
体が経営する企業。本町には 5事業がある。

資金不足比率　　公営企業会計ごとに算定され、資金
不足額の、事業規模に対する比率

早期健全化基準　　地方公共団体が、財政収支の不均
衡な状況その他の財政状況が悪化した状況におい
て、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
き基準として定められた数値（イエロー基準）

財政再生基準　　地方公共団体が、財政収支の著しい
不均衡等により自主的な財政の健全化を図ることが
困難な状況において、計画的にその財政の健全化を
図るべき基準として定められた数値（レッド基準）

経営健全化基準　　地方公共団体が、自主的かつ計画
的に公営企業の経営の健全化を図るべき基準とし
て、資金不足比率について定められた数値

１．健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断

比率区分
平成 27 年度

決　算
早期健全化

基　準
財政再生

基　準
実質赤字比率 － 14.21 20
連結実質赤字比率 － 19.21 30
実質公債費比率 13.6 25 35
将来負担比率 105.8 350
※実質赤字額及び連結実質赤字額がない場合は、「－」と
記載しています。

３．新温泉町の健全化判断比率及び資金不足比率の状況
　新温泉町の全ての会計は、早期健全化基準及び経営
健全化基準未満であり、財政は健全な状態です。

―問合せ―
総務課　財政係

　℡８２‐３１１１

２．資金不足比率 （単位：％）

公営企業会計の名称 平成 27 年度
決　算

経営健全化
基　準

浜坂温泉配湯事業会計 － 20
水道事業会計 － 20
公立浜坂病院事業会計 19.3 20
下水道事業特別会計 － 20
七釜温泉配湯事業特別会計 － 20
※資金不足が生じていない場合は、「－」と記載しています。

健全化判断比率等の対象となる会計
健全化判断比率等の対象となる会計の範囲を図示すると、以下のとおりです。

町

実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

一般会計
一般会計等

特別会計
公営事業
会計

一部事務組合・広域連合

地方公社・第三セクター等

※公営企業
　会計ごと
　に算定

うち
公営企業
会計

資
金
不
足

　
　

比
率
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―
農
業
委
員
会
情
報
№

115
―

　

中
山
間
地
域
に
お
い
て
の
有
害
鳥
獣

の
被
害
は
、
全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て

も
深
刻
な
課
題
で
あ
り
、
高
齢
化
の
進

行
及
び
後
継
者
不
足
と
合
わ
せ
生
産
意

欲
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
美
浜
町
の
事
例
で
は
解
消

対
策
と
し
て
十
数
キ
ロ
以
上
に
及
ぶ
金

網
フ
ェ
ン
ス
と
電
柵
を
組
み
合
わ
せ
7

集
落
全
体
を
囲
ん
だ
り
、
県
営
牧
場
貸

与
牛
の
放
牧
を
利
用
し
た
農
地
の
再
生

等
を
行
い
、
波
及
効
果
は
大
き
く
獣
害

の
低
減
に
も
成
功
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た
6
次
産
業
化

に
よ
る
商
品
開
発
の
取
り
組
み
や
農
業

体
験
学
習
、
更
に
は
水
田
運
動
会
と
も

言
え
る
ド
ロ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
と
同
法

人
が
核
と
な
り
地
域
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
豊
か
な
村
づ
く
り
全
国
表
彰
及
び

耕
作
放
棄
地
対
策
全
国
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。「
田
ん
ぼ
が
無
く
な
れ
ば

村
が
無
く
な
る
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

自
分
達
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と

い
う
強
い
意
志
が
印
象
的
で
し
た
。

　

大
野
市
の
事
例
で
は
盆
地
と
い
う
不

利
な
条
件
に
よ
る
リ
ス
ク
を
少
し
で
も

回
避
す
べ
く
「
山
ぶ
ど
う
」
と
い
う
新

ジ
ャ
ン
ル
へ
取
り
組
ん
だ
熱
意
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
の
み

な
ら
ず
不
用
部
分
も
副
産
物
と
し
て
利

用
し
て
い
る
点
も
評
価
で
き
る
点
で
し

た
。

　

共
通
の
課
題
と
し
て
後
継
者
育
成
や

経
営
の
展
開
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
点
に
し
て
も
女
性
の
参
画
も
含
め
た

計
画
で
実
践
に
移
し
て
い
ま
す
。
先
進

地
に
お
い
て
見
ら
れ
る
の
は
、
や
は
り

今
回
も
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
、
絶
え
ず
前

向
き
の
姿
勢
と
漲
る
パ
ワ
ー
、
そ
れ
を

支
え
る
周
り
の
役
員
の
責
任
感
と
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
を
ど
う
生
か
す
か
、
ど
の

よ
う
に
繋
げ
る
か
、
農
政
の
大
き
な
転

換
期
、
中
心
と
な
る
地
域
の
営
農
組
合

の
役
割
と
充
実
を
思
う
研
修
で
し
た
。

平
成
28
年
度  

管
外
視
察
研
修
報
告

白山やまぶどう農園

新庄わいわい楽舎

　

本
年
度
は
、
8
月
2
日
・
3
日
の
2

日
間
、
福
井
県
方
面
へ
出
向
き
、
2
団

体
を
訪
問
し
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

◆
農
事
組
合
法
人　

新
庄
わ
い
わ
い
楽

　

舎
（
美
浜
町
）

　

旧
小
学
校
区
の
7
集
落
で
構
成
。
獣

害
対
策
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
営
農
関
係
を

経
て
法
人
化
、
現
在
で
は
村
づ
く
り
の

核
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
㈲
白
山
や
ま
ぶ
ど
う
農
園（
大
野
市
）

　

山
ぶ
ど
う
栽
培
に
よ
り
ワ
イ
ン
等
特

産
を
開
発
。
耕
作
放
棄
地
も
利
用
し
対

策
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
福
井
亮
一
農
地
部
長
が
レ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
視
察
研
修
は
、
福
井
県
の

美
浜
町
と
大
野
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

美
浜
町
新
庄
地
区
は
、
滋
賀
県
高
島
市

と
高
い
山
で
接
す
る
中
山
間
地
で
冬
期

は
か
な
り
の
積
雪
が
あ
り
、
大
野
市
も

豪
雪
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
所
で

す
。
と
も
に
耕
作
放
棄
地
に
対
し
て
は

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
82
‐
５
６
２
６
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本
年
度
も
高
齢
者
大
学

へ
講
師
派
遣

　

農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
か
ら
新

温
泉
町
高
齢
者
大
学
の
園
芸
講
座
へ
講

師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
「
宇
都
野
学
園
」
で
は
、
谷
口
正
友

農
政
部
長
と
平
田
慶
治
委
員
が
、
5
月

12
日
に
「
土
づ
く
り
、
夏
野
菜
」、
8

本
年
も
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
夏
期
に
農

地
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調

査
は
遊
休
農
地
の
解
消
・
農
地
法
遵
守

の
確
認
等
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
今

年
は
7
月
20
日
に
農
地
部
会
を
中
心
に

1
班
編
成
で
、
8
月
22
日
に
全
委
員
が

参
加
し
2
班
編
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

月
4
日
に
「
秋
野
菜
」
を
テ
ー
マ
に
講

座
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
か
ら
「
と
ち
の
み
学
園
」
へ

の
派
遣
も
開
始
し
、
小
谷
正
美
会
長
代

理
と
赤
坂
裕
司
委
員
が
、
7
月
13
日
に

「
美
方
大
納
言
小
豆
」
を
テ
ー
マ
に
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
圃
場
も
用
意

さ
れ
、
よ
り
実
技
的
な
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
…

農
業
者
年
金

◆
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で

も
Ｏ
Ｋ
！

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被
保

険
者
で
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま

す
。
家
族
や
兼
業
者
も
…
。

◆
少
子
高
齢
時
代
で
も
安
心

　

積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
な
の

で
安
心
。
保
険
料
を
自
由
に
決
め
ら

れ
、
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。（
月

額
2
万
～
6
万
7
千
円
）

◆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

80
歳
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で

も
、
80
歳
ま
で
の
換
算
額
を
ご
遺
族

に
死
亡
一
時
金
と
し
て
支
給
。

◆
節
税
に
な
り
ま
す

▽
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除

額
の
対
象

▽
農
業
者
年
金
基
金
の
保
険
料
運
用
益

分
は
非
課
税

▽
受
取
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
方
は
公
的
年

金
等
の
合
計
額
が
１
２
０
万
円
ま
で

は
非
課
税

◆
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫
補
助
が

あ
り
ま
す

　

認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者

で
青
色
申
告
者
等
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。（
月
額

最
高
1
万
円
、
通
算
最
高
20
年
、

２
１
６
万
円
）

農
業
者
年
金
個
別
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

農
業
者
年
金
加
入
推
進
等
の
た
め
、

本
年
も
農
業
者
年
金
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

▼
と
き　

9
月
28
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

温
泉
総
合
支
所　

第
2
会
議
室

▼
対
象　

新
規
加
入
推
進
者
、加
入
者
、

　

受
給
待
機
者

▼
相
談
員　

兵
庫
県
農
業
会
議　

農
業

　

者
年
金
担
当
者

農地パトロール

宇都野学園の講座とちのみ学園の講座

相談会の様子
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　　　　契 約 請 負 状 況   （250 万円以上で競争入札に付したもの )

工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　模 契約額（円） 工　　期 業　者　名
新温泉町 道の駅 建
築工事 栃谷 木造平屋瓦葺、一部ＲＣ及び鉄骨構造　延べ床面積740.32㎡ 288,144,000 平成 28年 9月 13日～平成 29年 7月 21日 株本建設工業㈱

花口水源法面改良工
事 岸田 法面工 A=2,386㎡、導水管補強工 L=11.5ｍ、転落防止柵 L=24.0m 26,460,000 平成 28年 8月 19日～平成 28年 12月 28日 尾﨑建設㈱

但馬牧場公園動物ふ
れあい広場改修遊歩
道設置第 2期工事

丹土 遊歩道の改修工事 71.20mスロープ、手摺一式 4,730,400 平成 28年 8月 22日～平成 28年 10月 31日 ㈱大有工舎

小三尾東船揚場機能
保全工事 三尾 コンクリート舗装 t=10㎝、A=180㎡、t=15㎝、A=310㎡ 7,560,000 平成 28年 8月 25日～平成 28年 11月 30日 日興建設㈱

町道海上河合谷線法
面改良工事 海上

道路改良工事 L=14.0ｍ 地山補
強土工法（EPルートパイル工） 
14.0m、キャッピングビーム工 
14.0m、防護柵工 12.0m、モルタ
ル吹付 43.0㎡、アスファルト舗
装 90.1㎡

18,537,120 平成 28年 8月 27日～平成 28年 12月 25日 赤坂土建㈱

十字谷残土処分場整
備工事 多子

施工延長 L=470.0m 1号小段排水
路工 L=420.0m 鉄筋コンクリー
トU型300B L=54.0m 集水枡工Ⅰ
型 N=1箇所 コンクリート舗装工 
A=200㎡

8,316,000 平成 28年 8月 27日～平成 28年 11月 24日 赤坂土建㈱

（平成 28年 8月 16日～平成 28年 9月 15日契約分）

　

新
温
泉
町
で
は
現
在
、
平
成
19
年
３

月
に
策
定
し
た
第
１
次
新
温
泉
町
総
合

計
画
の
計
画
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
総
合
計
画
と
し

て
、
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
２
次
新
温
泉
町
総
合

計
画
（
案
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
公
表
し
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
案
件
名

　

第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
（
案
）

▼
策
定
の
目
的

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
な
ど
、
本
町
を

取
り
巻
く
環
境
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
複
雑
・
多

様
化
す
る
地
域
課
題
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
本
町
で
は
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
の
総
合
的
指
針
と
し
て
、
平

成
２
９
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
２

次
新
温
泉
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

▼
意
見
の
募
集
期
限

　

10
月
27
日
（
木
）
必
着

▼
提
出
方
法

　

企
画
課
又
は
総
合
支
所
地
域
振
興

課
へ
の
持
参
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
様
式
は
自
由
で
す
が
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
の
う
え
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
電
話
、
匿
名
で
の

提
出
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。）

▼
公
表
資
料
の
閲
覧
方
法

◇
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

tow
n.shinonsen.hyogo.jp/

）

　

行
政
情
報
↓
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
↓
「
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集

◇
閲
覧
場
所

　

企
画
課
・
総
合
支
所
地
域
振
興
課

▼
意
見
に
対
す
る
考
え
方
の
公
表

　

提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す
る

町
の
考
え
方
を
、11
月
中
旬
（
予
定
）

に
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
方
へ
の
個
別
の
回
答
は

行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ　

企
画
課　

企
画
政
策
係　

　

℡
82
‐
５
６
２
４

　

Fax 

82
‐
３
０
５
４

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
tow
n.shinonsen.lg.jp

「
第
２
次
新
温
泉
町
総
合
計
画
（
案
）」
に
つ
い
て
の
意
見
募
集
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　居組サンビーチは、遠浅で水が綺麗な砂浜です。
夏は海水浴場として地元や他県からの人々で賑わ
いますが、一歩波打ち際から離れると、山側の砂
丘には四季を通じて多種の植物が育っています。
春から夏にかけては色とりどりの小さな花が、秋
には背の高い草たちが繁茂します。或る年はオオ
ブタクサが、或る年はキクイモ、また或る年には
アレチマツヨイグサ、というように何故か秋に優
先する植物が変わっていきます。冬の荒波のせい
でしょうか。多分、波は砂浜の奥まであがって、
植物を根ごと削りとってゆくのでしょう。更地と
なった砂浜はまた新しい植物を迎えるのかも。そ
んな空想をしながら歩いていくと、砂の丘は見通
しも良く広々としており、足もとには青い草が
びっしりとはえていました。覗いてみるとオオフ
タバムグラ（大双葉葎）です。
　オオフタバムグラは、北アメリカ原産の帰化植
物で、1920 年代に東京で確認されて以来、関東
以南に広がっているアカネ科の一年草です。草丈
は 15 ～ 50㎝、根元からよく分枝し、葉は対生
して長さ１～ 1.5㎝、幅 2～ 4㎜の針状披針形、
先は尖っています。葉の表面はかたくて短毛があ
り、ざらつきます。葉

よう

腋
えき

に淡紅色や白色の合弁花
をつけ、ロート状の花の先は４裂しています。種
は倒卵形で、熟すと 2個に分かれます。種を囲
む長い針状の毛は托

たく

葉
よう

で、花後も種を守るように
して長く残ります。
　繁殖力の旺盛なオオフタバムグラは、要注意外
来植物に指定されていますが、一年草なので、防
除は数度の抜き取りで容易とのことです。
　　　　　　　　　文・写真　中澤　博子さん　

オオフタバムグラ
（アカネ科）

 野草散歩（70)

国民年金からのお知らせ

－問合せ－
日本年金機構豊岡年金事務所　℡（0796）22-0945

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康

保険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同

様に、社会保険料控除としてその年の課税所得から

控除され、税額が軽減されます。

　控除の対象となるのは、平成 28 年 1 月～ 12 月に

納められた保険料の全額です。過去の年度分や追納

された保険料も含まれます。

　また、ご自身の保険料だけではなく、配偶者やご

家族（お子様等）の負担すべき国民年金保険料を支

払っている場合、その保険料も合わせて控除が受け

られます。

　なお、平成 28 年中に納付した国民年金保険料に

ついて、社会保険料控除を受けるためには、年末調

整や確定申告を行うときに、領収証書など保険料を

支払ったことを証明する書類の添付が必要となりま

す。

　このため、平成 28 年 1 月 1 日～ 9 月 30 日の間

に国民年金保険料を納付された方には、11 月上旬

に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際

には必ずこの証明書または領収証書を添付してくだ

さい。（平成 28 年 10 月 1 日～ 12 月 31 日の間に、

今年はじめて国民年金保険料を納められた方へは、

翌年の 2 月上旬に送られます。）

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん

不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制

度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納め

ましょう。
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加藤文太郎
記念図書館

「10月のおすすめの本」
ご案内

妻籠め
佐藤洋二郎著/小学館

　大学に勤める独り身の男性は、過去に
友人の謎の死と、恩師ともいえる神父の
失踪を経験した。心に傷を秘めて教壇に
立っていると、心惹かれる美しい大学生
が現れた。彼女に誘われるまま神社巡り
へ行くことになり、そこで過去の謎が解
けてゆく。

髪がみるみる蘇る習慣
髙橋栄里著/宝島社

　髪の毛が作られるメカニズムをわかり
やすく説明し、薄毛や抜け毛、白髪を防
ぐ方法と、美髪を作るためのへアケア、
食べ物、生活習慣の改善策を紹介。健や
かな髪を長く維持するために知っておく
べき知識が満載の一冊。

翻訳できない世界のことば
　エラ・フランシス・サンダース著・イラスト / 創元社

　日本人の美的感覚を表す言葉「わび・
さび」のように、外国語にも風土や文化
によって作られた、他の言語では言い換
えることのできない言葉があります。そ
んな言葉を世界中から集め、スタイリッ
シュなイラストと著者独自の感性で解説
したユニークな単語集。

シャバーニ！
東山動植物園、難波雄史撮影・鈴木友美編集 / 扶桑社

　威厳のある顔つきに、涼しげなまなざ
しで多くのファンの心をつかんでいる東
山動植物園のローランドゴリラ「シャバー
ニ」の１ショット写真集。各ページに添
えられている偉人の名言がシャバーニの
魅力ある表情にマッチしたクールな写真
集。

夢は牛のお医者さん
江頭路子絵・時田美昭作 / 小学館

　山あいの小さな小学校に三頭の子牛が
入学してきました。子牛を世話する中で
少女は「牛のお医者さん」になる夢を抱
きます。家族の応援を支えに少女は夢に
向かって進みます。水彩画のやさしい色
使いで描かれた感動の絵本。

 

TEL（0796）82-5251
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人形劇公演　　　　　　　    
鳥取大学人形劇サークルの皆さんに
よる人形劇公演を実施します。
◆10月22日（土）　午後1時30分～
　『いぬのたれみみくん』がやって来る！ 他

文太郎鍋　    　 　　　　　 
｢人形劇公演｣のあとは、文太郎鍋で
舌鼓みしましょう。毎年恒例、大好
評の鍋をご賞味ください。
◆10月22日（土）　午後2時30分～

リピート山中トークライブ　  
山の日制定記念イベントとして「加藤
文太郎の歌」の作詞・作曲者であり、
新しい山の歌を作りながら日本各地
でコンサートを行っているリピート
山中さんのトークライブを開催。
◆10月22日（土）　午後6時～
　　　　　　　　（5時30分開場）

休館日のお知らせ 　　　　  

【開館時間】
月～金曜日　午前 10時～午後 6時
土・日曜日　午前 10時～午後 5時

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

は休館日

10 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7  8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
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【
新
温
泉
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　
　

▽
相
談
受
付　

月
～
金
曜
日

　
　
　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　

▽
温
泉
総
合
支
所
内

　
　
　

℡　

92
‐
２
０
７
０
（
直
通
）

◆
Ｗ
さ
ん
（
80
歳
女
性
）

　

先
日
「
古
着
を

１
枚
５
０
０
円
で

買
い
取
る
。
買
い

取
っ
た
古
着
は
海

外
に
送
り
再
利
用

す
る
」
と
電
話
が

か
か
っ
て
き
た
。
役
に
立
つ
の
な
ら
と

思
い
訪
問
を
承
諾
し
古
着
を
数
枚
用
意

し
た
。
約
束
の
時
間
に
業
者
が
来
て
、

「
古
着
を
引
き
取
る
に
は
、
貴
金
属
を

出
し
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
」
と

言
い
出
し
た
。
貴
金
属
は
な
い
、
古
着

だ
け
を
買
い
取
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
る

が
、「
貴
金
属
と
セ
ッ
ト
で
な
い
と
古

着
は
買
い
取
れ
な
い
」
と
威
圧
的
に
言

わ
れ
、
怖
く
な
り
指
輪
と
ネ
ッ
ク
レ
ス

を
渡
し
た
。
古
着
共
で
3
０
０
０
円
と

言
わ
れ
書
面
の
控
え
と
現
金
を
置
い
て

帰
っ
て
い
っ
た
。
高
価
な
指
輪
だ
っ
た

の
で
返
し
て
ほ
し
い
。

■
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
！

　

契
約
書
面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日

間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

特
定
記
録
郵
便
な
ど
配
達
し
た
こ
と
が

証
明
で
き
る
方
法
で
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

■
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

電
話
で
約
束
し
た
商
品
以
外
の
買
い

取
り
を
求
め
る
こ
と
や
、
買
い
取
り
た

い
意
思
を
表
さ
ず
突
然
訪
問
す
る
こ
と

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　

訪
問
を
承
諾
し
た
後
、
業
者
と
連
絡

が
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
時
に
断
る
場
合
は
、
家
に
入
れ
な

い
、
家
族
や
知
人
に
同
席
し
て
も
う
な

ど
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

渡
し
て
し
ま
っ
た
商
品
を
取
り
戻
す

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約

を
解
除
し
た
い
が
方
法
が
わ
か
ら
な

い
、
解
約
に
応
じ
て
く
れ
な
い
な
ど
の

場
合
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　

峰
山
頂
に
は

「
天あ
め

の
剣
つ
る
ぎ
」
が

祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま

す
。こ
の
山
は
、

荒
々
し
い
火
山

礫れ
き

が
覆
う
山
頂

の
横
に
「
御お

鉢は
ち

」
と
い
わ
れ

る
噴
火
口
が
あ

　

天て
ん

孫そ
ん

降
臨
の
山
と
い
わ
れ
る
高
千
穂

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

ま
す
。
周
囲
は
、
噴
煙
を
あ
げ
る
新し
ん

燃も
え

岳だ
け

や
え
び
の
高
原
韓か
ら

国く
に

岳だ
け

な
ど
の
山
々

が
取
り
巻
き
、
宮
崎
県
と
鹿
児
島
県
に

ま
た
が
る
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

ジオサイトに行こう
　 シリーズ 77

　

平
成
27
年
11
月
現
在
、
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
は
33
ヶ
国
・
１
２
０
ヶ
所
、

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
31
ヶ
所
と
な
り

ま
し
た
。
日
本
各
地
の
ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

館
の
谷
本
勇
館
長
が
紹
介
し
ま
す
。

▶
ジ
オ
大
会
の
参
加
者
を

　

歓
迎
（
平
成
27
年
）

▲霧島山火山群 ▲高千穂の峰山頂
　

い
ず
れ
の
山
々
も
火
山
礫
か
ら
な

り
、
草
木
は
少
な
く
、
宮
崎
平
野
、
鹿

児
島
湾
な
ど
３
６
０
度
が
一
望
で
き
る

絶
景
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　
「
芋
焼
酎
」
や
「
鹿
児
島
大
根
」、「
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
」
な
ど
の
農
産
物
や
豊
か

な
海
産
物
を
活
用
し
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
あ
る
温
泉
地
と
山
を
結
び
「
自
然
の

多
様
性
と
そ
れ
を
育
む
火
山
活
動
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
地
域
お
こ
し
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
を
訪
ね

て
、
火
山
活
動

で
で
き
た
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
地

形
や
そ
の
中
で

暮
ら
す
人
々
と

触
れ
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
問
合
せ　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
館

　

℡　

82
‐
５
２
２
２

　

お
か
し
い
な
、
困
っ
た
な
、
と
思
っ

た
ら
、
早
め
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

情
報
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

訪
問
買
い
取
り
に
ご
用
心
!!
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まちの求人案内
―情報提供元―　ハローワーク香住　℡（0796）36-0137

　（パート）

平成 28年 9月 21日現在

サンシーホール浜坂では、ハローワークから定期
的に求人情報が届き、閲覧ができます。
▼開館時間　午前 8時 30分～午後 8時
※土・日・祝日は休館
▼問合せ　サンシーホール浜坂　℡ 82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）

浜坂七釜温泉病院 看護師 18以上 200 ～ 220
准看護師 18以上 200 ～ 210

㈱マル海渡辺水産 営業・販売業務 64 以下 200 ～ 350
㈱マルワ渡辺水産 旅館の営業 不問 250 ～ 350
株本建設工業㈱ 営業 30 以下 157 ～ 265
㈲アートライフ  タニタ 販売・配送 不問 170 ～ 210
㈱メフォス 栄養士 59 以下 200 ～ 220

㈱田中工業所 配管工 不問 180 ～ 250
土木技術者 不問 180 ～ 250

㈱ふたかた 鉄筋工 不問 176 ～ 230
やすこ歯科医院 歯科衛生士 不問 190
㈲ラッキー美容院 美容技術 不問 150 ～ 250
㈲福田建機 建設機械整備 35 以下 155 ～ 205
㈱ハマサカ建設コンサルタント 測量士 59 以下 158 ～ 270
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 180 ～ 250
㈱隆栄水産 フロアマネージャー 不問 200 ～ 230
㈱リフティングブレーン 食品製造 不問 160

㈱三島組 土木作業員 18 以上 176 ～ 220
土木技術者（見習い可） 18 以上 170 ～ 300

㈱織戸組 現場作業員 不問 169 ～ 308
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 40 以下 136 ～ 144
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 45 以下 160 ～ 250

フジッコ㈱
一般事務 不問 151 ～ 168
製造職 不問 151 ～ 168
計量・包装 不問 141 ～ 142

㈱森昌食品 ゆば加工 不問 137 ～ 142
山陰造園土木㈱ 土木作業員・技術者 45 以下 176 ～ 250
㈲山本工務店 型枠大工（見習い可） 50 以下 162 ～ 324
さかい歯科医院 歯科助手 不問 145 ～ 155
岩本興業 土木作業員 40 以下 172 ～ 280

（温泉地域）

㈱井筒屋 サービススタッフ 60 以下 209 ～ 254
会計担当スタッフ 60 以下 147 ～ 188

全但バス㈱ バス運転手 18～ 59 183 ～ 184
総合事務職 18～ 59 156 ～ 185

特別養護老人ホームやすらぎの里

介護職 18 以上 177 ～ 243
看護師・准看護師 不問 204 ～ 277
相談員 不問 186 ～ 245
ケアマネージャー 不問 195 ～ 254

特別養護老人ホームゆむら 看護師 不問 194 ～ 264
㈱西沢製作所 配送運転手 不問 146 ～ 155
㈲清美社 下水道維持管理他 45 以下 155 ～ 220
㈱みさき 営業 30以下 206 ～ 235

湯快リゾート㈱ ホテル運営 59以下 200 ～ 300
調理 不問 230 ～ 300

㈱いなば 警備員 18以上 151 ～ 259
たじま農協 店舗内販売 不問 148
㈱寿荘 ホールスタッフ 不問 200 ～ 250

森田歯科医院 歯科助手 不問 135 ～ 145
歯科衛生士 不問 150 ～ 190

㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 146
営業 64以下 169

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 170 ～ 230
㈱赤坂土建 土木技術者 18以上 200 ～ 300
㈱とみや旅館 フロント係 30以下 150 ～ 300

㈱温泉町夢公社 調理師・調理見習 不問 145 ～ 160
施設管理 不問 145 ～ 160

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（町内全域）
ヤクルト販売㈱ 宣伝・販売 不問 900 ～ 1,000

（浜坂地域）

㈱マルワ渡辺水産 店内係 不問 1,000
鮮魚 不問 1,000

ミネル㈱ 塾講師 不問 1,400～2,000

㈱マル海渡辺水産 販売 不問 820 ～ 1,200
フロアスタッフ 不問 820 ～ 1,200

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820 ～ 900
㈱さとうフレッシュフロンティア 食品売場 不問 819 ～ 969
㈲ＯＮＥ 携帯電話販売員 35 以下 820 ～ 850
㈱エコール鳥取 塾講師 不問 850 ～ 1,200
㈱リフティングブレーン 計量・包装 不問 1,000
フジッコ㈱ 計量・包装 不問 840 ～ 850
㈱森昌食品 ゆば加工 不問 820 ～ 850

（温泉地域）

㈱井筒屋
食事会場スタッフ 不問 950
居酒屋スタッフ 18 以上 900 ～ 950
会計担当スタッフ 不問 850～ 900

㈱ナカケー 調理・加工・販売 不問 820

湯快リゾート㈱

ナイトフロント 18 以上 820 ～ 870
フロント予約 不問 820 ～ 920
レストランスタッフ 不問 820 ～ 920
キッチンスタッフ 不問 820 ～ 920
洗い場スタッフ 不問 820 ～ 870
施設管理スタッフ 不問 820 ～ 920

特別養護老人ホームやすらぎの里 看護師・准看護師 不問 1,200～1,300
介護職 不問 940 ～ 980

㈱カドミセ 商品販売 不問 820 ～ 850
寿製菓㈱ 菓子製造 不問 950
㈱荒湯観光センター レストラン 45 以下 819 ～ 850
ローソン湯村温泉店 店員 不問 820 ～ 850
アイケー電機㈱ 製造作業 不問 1,100
ケービックス㈱ 現場業務リーダー候補 不問 900 ～ 1,000
㈱マルワフーズ渡辺水産 食品製造 64以下 850～ 900
㈱寿荘 ホールスタッフ 不問 820～ 1,200

　（常　用）　（常　用）
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と思います。ところが、「あなたのまわりに左利き
の人はいますか？」「あなたの近くに血液型の AB
型の人はいますか？」って問われれば、「いるいる、
たくさんいるよ」と応えるでしょう。左利きの人も
AB型の人も全人口に占める割合は、7.6％だそうで
す。つまり、13人のうち１人が左利きの人で、13
人のうち１人が AB 型の人ということになります。
実は LGBT の人の割合も、左利きの人や血液 AB型
の人と同様、全人口の 7.6％だともいわれています。
そのように考えると、私たちの周りでは、左利きや
AB 型の人と同じくらいの人数の LGBT の人たちが
生活していることになります。

《次回号に続く》

H28（2016）.10.13

広報しんおんせん（10月号）

新温泉町文化会館だより
－問合せ－　新温泉町文化会館 ℡ 82-3328

各地区で人権学習会が開催されました

「エル・ジー・ビー・ティー」ってなに？

　「差別をなくし人権文化をすすめる町民運動推進
強調月間」の 8月、新温泉町の多くの地区や団体
が人権学習会を実施し、833 名の町民が学習会に
参加し学習を深めました。　　　　
　地区別では、居組地区、久斗山地区、前地区、大
庭地区、諸寄地区、
久斗地区、赤崎地区、
三尾地区、また、各
種団体は、高齢者大
学とちのみ学園、民
生・児童委員協議会
などです。
　本年度は、認知症をテーマにした人権ビデオ「こ
こから歩き始める」を視聴し、その後、人権啓発指
導員の講話による学習会を実施しました。
　参加者は、「認知症サポーターがいるということ
をはじめて知りました。私自身も今後そういう日が
来るかもしれませんので、親とどう向き合っていく

のか考えるいい機会になりました」「認知症の問題
は難しい問題だと思います。ビデオの中では恥ずか
しいことじゃないといっていたのがなるほどと思い
ました。考え方が変わりました」「『子ども叱るな来
た道じゃ、年寄り笑うな行く道じゃ』が心に響きま
した」「近所にも軽い認知症の方がいて、家族の方
と連絡を取り合いながら見守りを続けています。ビ
デオの中の認知症サポーターの協力はありがたい
ですね。役割としては重要だと思います」「私の祖
母は認知症ではないが、介護が必要な状態です。ビ
デオを通して何度も考えさせられる場面がありまし
た。介護をしてもらっている本人も様々な気持ちが
あり、葛藤しているということがわかりました。こ
れからも祖母を大切にしていこうと改めて思いまし
た」「大人から子どもの世代まで、認知症という病
気を理解しなければならないと改めて感じました」
など、多くの感想があり、大変有意義な学習会であっ
たとの声をいただきました。

　最近、「エル・ジー・ビー・ティー（LGBT）」と
いう言葉をよく耳にしますが、「エル・ジー・ビー・
ティー（LGBT）」って何でしょう。いったいどんな
意味をもっているのでしょう。
　「エル ･ ジー ･ ビ―･ ティー（LGBT）」とは、レ
スビアン（女性同性愛者）のＬ、ゲイ（男性同性愛者）
のＧ、バイセクシャル（両性愛者）のＢ、トランス
ジェンダー（心と体の性の不一致）のＴを並べた言
葉です。つまり、レスビアン、ゲイ、バイセクシャル、
トランスジェンダーを含めた言い方で、「性的少数
者」とも呼ばれています。「あなたの周囲に LGBT
の人はいますか？」と聞かれたらたぶん首を傾げる
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　約 450 年前に始まったといわれる伝統行事で、兵庫
県の重要無形民俗文化財に指定されている「久谷ざんざ
か踊り」が９月 15 日、久谷地区の八幡神社の例祭に奉
納されました。
　中高生５人を含む地元男性８人の踊り手が、新調され
たばかりの差し掛け傘で境内へ誘導され、腰に着けた平
太鼓を打ち鳴らしながら「ザンザカザットー」
などの掛け声にあわせて優雅な舞を披露し、町
内外から訪れた多くの見物客を魅了しました。

音楽で健康づくり

伝統行事を中高生が伝承

　9月 21日、浜坂温泉保養荘で「福祉まつり」を開催し、
事前に申し込みのあった町民や介護従事者、介護サポー
ターなど約 70人が参加しました。
　今年のテーマは「健康と音楽」。午前の第 1部では、
宮脇由美さん（多子）による「歌唱療法」を体験しました。
　みんなで昼食を取った後の第 2部では、梅谷浩子さ
ん（丹波市）が、楽器や日用品を使って、音楽に合わせ
て体を動かす「音楽療法」を紹介。楽しい講演の中で、
リラックスして体を動かすことの大切さを学びました。

　9月 16 日、塩谷海水浴場を訪れたたつの市立東栗栖
小学校の 5年生 17人と引率の先生が、細長く銀色に光
る魚を発見。近づいてみると、幻の深海魚「リュウグウ
ノツカイ」でした。体長は約 1.5 ｍ、かなり弱っていま
したが、エラで呼吸し、背びれを動かしていました。
　同校は毎年、自然学校の一環で地引網を体験するため
同海水浴場を訪れています。今年は、思いがけない出迎
えに児童たちは大興奮。地引網では、イシダイやカワハ
ギ、アジやサバなどが揚がりました。

幻の深海魚が浜辺でお出迎え

　大人もいろいろなおはなしを楽しもうと、加藤文太郎
記念図書館で実施している「大人が集うおはなし会」。
9月 12 日、その特別企画として、農学博士の西岡不二
男さん（居組出身）に『和食が世界遺産になったわけ～
日本の食文化と魚』と題して、和食の魅力を講演してい
ただきました。
　和食のベースとなる「だし」を取る文化は日本伝統の
もので、その健康効果は世界的に注目されていることな
どの話があり、参加者は熱心に聞き入っていました。

世界に誇る「和食」を学ぶ
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まちの話題すけっちしんおんせ
ん

すけっちしんおんせ
ん

広報しんおんせん（10月号）

タスキをつないで

　けが人や病人が出た場合に、家庭や職場でできる応急
手当やＡＥＤを使った心肺蘇生法などの一次救命処置を
体得することを目的に、９月４日、美方広域消防本部で、
「救急講習会」が開催され、９名が参加しました。
　人形を使った訓練では、はじめは戸惑いながらも、何
度かするうちに手順よくスムーズに行えるようになりま
した。初めて参加した女性は「もし、その場
に遭遇したら落ち着いて対処したい」と話し
ていました。

「いざ」という時のために

　９月４日、浜坂走ろう会（酒井浩会長）主催の 12時
間チャリティーマラソンが、浜坂県民サンビーチ “ 松の
庭 ” 周回コース（１周 1.1 キロ）で開催されました。
　27回目となる今回は、豊岡と香住のクラブを含むラ
ンナー 37人が 1本のタスキをつないで走りました。
　当日は、チャリティーマラソン開催を聞きつけた、ラ
ンナー以外の方々からも募金が集まりました。
　集められた募金は、熊本地震被災地への義援金や福祉
施設への寄付に使われます。

もぎたてのリンゴ　美味しそう!
　9月 9日、福富のリンゴ畑で大庭認定こども園の 4・
5歳児 39人が「リンゴ狩り」を楽しみました。
　坂本凱章さん（福富）のご厚意で毎年行っている行事
で、園児たちは「リンゴを回したら簡単に採れた」「美
味しそう、食べるのが楽しみ」と満面の笑みで収穫して
いました。
　坂本さんによると「市販のリンゴと違って、食べごろ
まで木になっていたので甘くて美味しい」とのこと。園
児たちは、もぎたてのりんごを園や自宅で頂きました。

　９月の高齢者保健福祉月間にあわせ、9月７日、米寿
（満 88歳）の方や金婚（結婚 50年）のご夫婦に、岡本
町長や新温泉町社会福祉協議会の倉内晋会長などがお祝
いの品を届けました。
　米寿の祝品を受け取った前田岩男さん（浜坂）は、「戦
中、戦後のことを思うと感慨深い」と若いころを思い返
し、「周りの方々に感謝している。これからも健康に留
意し、暮らしていきたい」と語ってくれました。
　今年は、米寿の方が 158 人、金婚夫婦が 16組でした。

節目の年　おめでとうございます
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ブ
ラ
ッ
ク 

ボ
ト
ム 

ブ
ラ
ス 

バ
ン
ド
　
コ
ン
サ
ー
ト

　

10
年
ぶ
り
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
が
や
っ
て
き
ま
す
。″
パ
ワ

フ
ル
な
サ
ウ
ン
ド
と
楽
し
い
ト
ー
ク
〟

が
炸
裂
す
る
と
っ
て
お
き
の
コ
ン
サ
ー

ト
。
浜
坂
中
学
校
・
夢
が
丘
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

　

是
非
、
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
！

▼
と
き　

11
月
13
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
夢
ホ
ー
ル

▼
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円

　

中･

高
校
生
５
０
０
円

　
（
当
日
は
各
３
０
０
円
増
）

＊
小
学
生
は
無
料

＊
チ
ケ
ッ
ト
は
「
夢
ホ
ー
ル
プ
レ
イ
ガ

　

イ
ド
」
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ト
ム
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
と
聖
者
の
行
進
を

演
奏
し
よ
う
」
参
加
募
集

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
ブ
ラ
ッ
ク
ボ

ト
ム
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と「
聖
者
の
行
進
」

を
一
緒
に
演
奏
し
ま
せ
ん
か
！
管
楽

器
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
タ
ン
バ
リ
ン
等
々
、

音
の
出
る
も
の
な
ら
何
で
も
参
加
可
能

で
す
。

▼
当
日
受
付
の
み

◇
と
き　

午
後
0
時
30
分
ま
で

◇
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
コ
ン
サ
ー
ト

　

の
入
場
券
は
必
要
で
す
。

―
問
合
せ
―　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０

美
方
郡
西
部
華
道
連
合
会

い
け
ば
な
展

　

美
方
郡
西
部
華
道
連
合
会
の
会
員
の

皆
さ
ん
の
生
花
約
30
点
を
展
示
し
ま

す
。

▼
と
き　

10
月
22
日
（
土
）・
23
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
23
日
は
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館

　

℡
82
‐
４
４
９
０

高
齢
者
大
学
学
園
祭

　

学
園
生
の
実
践
発
表
の
場
と
し
て
、

作
品
展
示
や
舞
台
発
表
を
行
い
、
日
頃

の
学
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

宇
都
野
学
園
学
園
祭

▼
と
き　

10
月
20
日
（
木
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容

◇
作
品
展　

午
前
8
時
30
分
～

◇
舞
台
発
表　

午
前
9
時
30
分
～

▼
問
合
せ　

浜
坂
公
民
館

　

℡
82
‐
４
３
３
９

と
ち
の
み
学
園
学
園
祭

▼
と
き　

10
月
25
日
（
火
）

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

▼
内
容

◇
学
習
・
体
験
発
表　

午
前
10
時
～

◇
文
化
・
芸
能
発
表　

午
後
1
時
～

◇
作
品
展　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
24
日
（
月
）
午
前
10
時
～

▼
問
合
せ　

温
泉
公
民
館

　

℡
92
‐
１
８
７
０
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八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

切
り
絵
作
家  

伊
賀
二
郎

「
城
崎
の
四
季
」
作
品
展

　

切
り
絵
作
家
伊
賀
二
郎
さ
ん
（
豊
岡

市
城
崎
町
）
の
四
季
折
々
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
和
紙
と
光
の
芸
術
、
ナ
イ

フ
に
よ
る
シ
ャ
ー
プ
な
線
と
面
が
生
み

出
す
切
り
絵
の
魅
力
を
実
感
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

11
月
6
日
（
日
）
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※
最
終
日
は
４
時
ま
で

※
月
曜
日
休
館

切
り
絵
講
座

　

作
品
展
最
終
日
に
開
催
し
ま
す
。
イ

ン
テ
リ
ア
小
物
に
、
絵
手
紙
に
い
か
が

で
す
か
？

▼
と
き　

11
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料
（
材
料
や
用
具
は
、

　

準
備
し
ま
す
）

ひ
と
つ
こ
と 
心
こ
め
て 

染
め
ま
し
た 

「
い
ぐ
み
橡
染
色
展
」

　

橡
の
会
が
近
年
た
め
お
い
た
作
品
と

日
頃
の
成
果
を
披
露
す
る
場
と
し
て
、

「
い
ぐ
み
橡
染
色
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き

　

10
月
21
日
（
金
）
～
11
月
5
日
（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
最
終
日
は
午
前
中
ま
で

※
水
曜
日
休
館

▼
と
こ
ろ
・
問
合
せ

　

ま
ち
歩
き
案
内
所
「
松
籟
庵
」

　

℡
80
‐
１
１
２
６

音
楽
の
広
場
　
　
　
　
　

「
フ
ル
ー
ト
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

　

鳥
取
市
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ナ

チ
ュ
レ
」（
石
谷
代
表
、
フ
ル
ー
ト
演

奏
３
名
）
が
、
皆
さ
ん
の
良
く
知
っ
て

い
る
童
謡
や
歌
謡
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
23
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演
（
１
時
30
分
開
場
）

▼
そ
の
他　

写
真
撮
影
可
（
ビ
デ
オ
撮

　

影
不
可
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

八
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　

　

℡
93
‐
０
８
８
８

浜 坂 会 場
会場：浜坂多目的集会施設

温 泉 会 場
会場：町民センター、夢ホール

作 品 展 10 月 29 日（土）～ 11 月 1 日（火）
　午前 9 時～午後 5 時（最終日は午後１時まで）

11 月  1 日（火）～ 3 日（祝）
　午前 9 時～午後５時（最終日は午後 3 時まで）

文 化 公 演 11 月  3 日（祝）午後 2 時～ 2 時 50 分

お 茶 席
10 月 29 日（土）午前 9 時～午後 3 時
　児童・親子茶道体験教室（無料）を同時開催
　①午前 10 時～正午  ②午後 1 時～ 3 時　各先着 10 組

11 月  3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時

舞 台 発 表 11 月   3 日（祝）午前 10 時～午後 4 時
　舞踊・コーラス・傘踊り・大正琴など

11 月  3 日（祝）午前 9 時 30 分～午後 0 時 30 分
　子どもコーラス、舞踊、寸劇など

そ の 他 菊花展：10 月 29 日（土）～ 11 月 3 日（祝）
盆栽展：11 月   2 日（水）～ 11 月 3 日（祝）

お楽しみ抽選会：11 月 3 日（祝）午後 3 時～
　開始直前に抽選券を配ります。

バザー・催し 等

10 月 29 日（土）～ 11 月 2 日（水）
　いずみ会食育展「減塩についてなど」
10 月 29 日（土）①午前 11 時～②午後 1 時～
　浜坂地域くらしの会
　　「ホウ酸ダンゴを作ってみませんか！」参加無料
10 月 30 日（日）午前 11 時～午後 1 時 30 分
　浜坂地域くらしの会　
　　「味わいコーナー」カレーライス（350 円）

11 月  3 日（祝）午前 9 時～午後 3 時 30 分
・「味わいコーナー」
　家庭料理の達人が心をこめて作ります
　うどん、山菜おこわなど

・「催しもの」
　特産品や農産物の販売、リサイクルバザー等

・「ちびっこ広場」
　ストラックアウト、スーパーボールすくい等

問 合 せ 浜坂公民館　℡ 82-4339 温泉公民館　℡ 92-1870

第 12 回新温泉町文化祭のご案内
メインテーマ「ゆとりと潤い・文化創造の町」
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お
知
ら
せ

新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式

　

戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
求

め
て
「
新
温
泉
町
恒
久
平
和
祈
念
式
」

を
開
催
し
ま
す
。
戦
没
者
ご
遺
族
の
方

を
は
じ
め
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
11
日
（
金
）

　
　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

夢
ホ
ー
ル

※
当
日
は
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

（
一
部
地
域
を
除
く
。
申
込
不
要
）

※
送
迎
バ
ス
の
集
合
場
所
・
時
間
等
は
、

10
月
27
日
発
行
の
広
報
お
知
ら
せ
版

に
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

　

℡
82
‐
５
６
２
０

コ
ウ
ノ
ト
リ
翔
る
　
　
　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市

　

秋
深
ま
る
但
馬
で
、
今
年
も
開
催
さ

れ
る
「
但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
」。
全

但
バ
ス
但
馬
ド
ー
ム
に
但
馬
の
お
い
し

い
食
や
物
産
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
大

集
合
し
ま
す
。

　
「
但
馬
牛
の
焼
き
肉
」
を
は
じ
め
、

解
禁
さ
れ
た
ば
か
り
の
松
葉
ガ
ニ
な

ど
、
但
馬
自
慢
の
海
の
幸
、
山
の
幸
が

満
喫
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
９
月
に
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
再
認
定
さ
れ

た
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
様
々

な
魅
力
を
発
信
す
る
「
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
親
子
で

環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
「
さ
わ
や
か
環

境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
県
民
一
人
ひ

と
り
が
健
康
に
つ
い
て
広
く
理
解
し
、

考
え
、
体
験
も
可
能
な
「
健
康
福
祉
ま

つ
り
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

　

※
13
日
は
午
後
3
時
ま
で

▼
と
こ
ろ　

全
但
バ
ス
但
馬
ド
ー
ム

▼
問
合
せ

　

但
馬
ま
る
ご
と
感
動
市
実
行
委
員
会

　

℡
０
７
９
６
‐
26
‐
３
６
９
７

「
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」

取
組
期
間
延
長

　

本
町
で
は
、
省
エ
ネ
行
動
の
一
層
の

促
進
を
図
る
た
め
、５
月
９
日
か
ら「
夏

の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」（
適
正
冷
房
（
概

ね
28
℃
）
の
実
施
、職
員
の
軽
装
勤
務
）

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
県
の
取
組
に

合
せ
て
本
年
度
は
取
組
期
間
を
９
月
30

日
ま
で
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
長
期
予

報
等
を
勘
案
し
、
10
月
31
日
（
昨
年
度

の
取
組
期
間
と
同
じ
）
ま
で
延
長
し
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
も
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
町
主
催
の
会
議
等
に
出
席

す
る
場
合
は
、軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係

　

℡
82
‐
３
１
１
１

起
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　

町
内
の
産
業
振
興
と
雇
用
の
推
進
に

よ
り
、
若
者
定
住
と
活
気
あ
る
町
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、「
起
業
支
援
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
に
よ
る
起
業
相
談
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。

▼
対
象
者

　

町
内
在
住
者
及
び
本
町
に
Ｉ
・
Ｕ
タ

　

ー
ン
し
て
起
業
し
よ
う
と
す
る
者

▼
起
業
相
談
の
内
容

◇
起
業
を
希
望
す
る
方
へ
の
創
業
段
階

に
必
要
な
基
礎
知
識
等
の
相
談

◇
起
業
に
あ
た
っ
て
の
経
営
等
に
関
す

る
相
談

◇
法
律
、
会
計
、
金
融
、
税
務
等
企
業

経
営
上
の
相
談

◇
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
へ
の

空
き
家
情
報
の
提
供
等

▼
起
業
相
談
日

◇
と
き　

毎
週
水
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
前
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
起
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

西
脇
明
さ
ん　
（
千
谷
）

◇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

法
政
大
学
経
済
学
部
卒
、
元
鳥
取
信

用
金
庫
営
業
推
進
部
長
、
銀
行
業
務

検
定
財
務
資
格
、（
有
）
ア
ド
バ
イ

ス
企
画
代
表
取
締
役
、
宅
地
建
物
取

引
主
任
者

▼
予
約
・
問
合
せ

　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

　

℡
82
‐
１
７
３
５
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行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
は
、行
政
全
般
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
の

相
談
に
応
じ
、
解
決
や
実
現
に
努
め
、

行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
行
政
相
談
を
定
期
的
に
開
設
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

▼
行
政
相
談
週
間

　

10
月
17
日
（
月
）
～
23
日
（
日
）

▼
広
報
活
動

◇
10
月
18
日
（
火
）
役
場
本
庁
舎

◇
10
月
20
日
（
木
）
町
民
セ
ン
タ
ー

※
両
日
と
も
午
前
9
時
～
11
時

▼
行
政
相
談
週
間
の
相
談
日

◇
と
き　

10
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
9
時
～
11
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
定
例
相
談
日

　
（
午
前
9
時
～
11
時
30
分
）

◇
第
１
水
曜
日　

町
民
セ
ン
タ
ー

◇
第
３
水
曜
日

　
　
　
　
　

サ
ン
シ
ー
ホ
ー
ル
浜
坂

▼
行
政
相
談
員　

尾
﨑
さ
よ
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

植
村
慶
子
さ
ん

▼
問
合
せ

　

総
務
課　

℡
82
‐
３
１
１
１

　

温
泉
総
合
支
所　

地
域
振
興
課

　

℡
92
‐
１
１
３
１

10
月
は
土
地
月
間
で
す

　
　

土
地
取
引
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投

機
的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
、

適
正
で
合
理
的
に
土
地
を
利
用
す
る
た

め
、
次
の
面
積
以
上
の
土
地
取
引
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
２
週
間

以
内
に
、
町
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
届
出
が
必
要
な
面
積

◇
都
市
計
画
区
域
（
浜
坂
地
域
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
０
㎡
以
上

◇
都
市
計
画
区
域
以
外
（
温
泉
地
域
） 

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

※
届
出
書
は
、
土
地
の
利
用
目
的
に
つ

　

い
て
審
査
さ
れ
、
必
要
で
あ
れ
ば
助

年
末
調
整
説
明
会

　

次
の
３
会
場
で
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
ご
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

言
や
勧
告
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ

　

兵
庫
県
都
市
政
策
課　

土
地
対
策
室

　

℡
（
０
７
８
）
３
４
１
‐
７
７
１
１

　
（
内
線
４
７
３
5
）

　

建
設
課  

地
域
整
備
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

介
護
議
技
術
講
習
会

　

高
齢
化
が
進
む
中
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
介
護
者
等

の
介
護
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
浜
坂
地
域

◇
と
き　

10
月
23
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
温
泉
地
域

◇
と
き　

10
月
29
日
（
土
）

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

◇
と
こ
ろ　

す
こ
や
か
～
に

▼
問
合
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ゆ
む
ら

　

℡
92
‐
２
５
２
０

▼
浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

◇
と
き　

11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
但
馬
地
場
産
ビ
ル　

多
目
的
ホ
ー
ル

◇
と
き　

11
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▼
香
住
文
化
会
館

◇
と
き　

11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

▼
問
合
せ

　

豊
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
1
部
門

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
２
３
４
４

「
愛
の
献
血
」

　

献
血
は
、
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
3
日
（
木
）

▼
時
間
・
と
こ
ろ

◇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
～
に

　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
1
時
～
３
時
30
分

▼
対
象　

18
歳
（
男
性
は
17
歳
）
～
65

歳
の
方
（
60
歳
以
上
で
献
血
経
験
の

あ
る
方
は
69
歳
ま
で
）

▼
問
合
せ  

健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
係

　

℡
99
‐
２
９
４
０
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募
　
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
募
集
概
要　

井
土
団
地
　
　
　
　
　

（
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
）

◇
所
在
地　

井
土
６
１
３
番
地

◇
住
戸
タ
イ
プ

　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

専
用
面
積
82
・
56
㎡

◇
募
集
戸
数　

1
戸

　
（
第
２
２
３
号
）
2
階
部
分

◇
家
賃
（
月
額
）　

５
３
０
０
０
～

５
９
０
０
０
円（
収
入
に
応
じ
て
決
定
）

◇
駐
車
場　

1
台
目　

無
料

　
（
2
台
目　

４
０
０
０
円
／
月
額
）

◇
共
益
費　

２
０
０
０
円
（
月
額
）

◇
施
設
設
備　

上
下
水
道
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
、
オ
ー
ル
電
化

▼
入
居
資
格
等　

家
族
構
成
や
所
得
な

ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　

10
月
13
日
（
木
） 

～ 

10
月
27
日
（
木
）

　

※
応
募
が
な
い
場
合
は
、
先
着
順

▼
入
居
可
能
予
定
日　

11
月
1
日（
火
）

▼
申
込
方
法　

入
居
申
込
書
等
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
申
込
者
本
人
が
建

設
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

建
設
課　

管
理
係

　

℡
82
‐
３
１
１
５

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
記
録
会

　

誰
に
で
も
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
で
、
健
康
づ
く
り
と
体
力

向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

▼
と
き

　

11
月
12
日
（
土
）
午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

照
来
小
学
校
体
育
館

▼
対
象　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
在

勤
・
在
学
の
方

▼
競
技
内
容

◇
個
人
競
技　

ス
リ
ッ
パ
と
ば
し
、
な

わ
と
び
30
秒
間
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
バ
ラ

ン
ス
ボ
ー
ル
投
げ
、
20
ｍ
ダ
ッ
シ
ュ

い
き
い
き
百
歳
体
操
交
流
会

　

町
で
は
、
昨
年
度
よ
り
「
町
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
」

を
目
的
に
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
他
の
グ
ル
ー
プ
は
ど
ん
な
工
夫
を

し
て
い
る
の
か
」「
他
の
地
域
の
活
動

も
知
り
た
い
」な
ど
の
ご
意
見
を
受
け
、

初
め
て
の
交
流
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

▼
と
き　

11
月
15
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
4
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
内
容

◇
講
演
「
い
き
い
き
百
歳
体
操
で
長
寿

で
元
気
な
新
温
泉
町
を
め
ざ
そ
う
」

　

講
師　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所
長　

　
　
　

柳
尚
夫
さ
ん

◇
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
状
況
展
示
、
各

グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介

◇
実
際
に
み
ん
な
で
い
き
い
き
百
歳
体

操
を
し
よ
う
！

▼
対
象
者

◇
町
内
で
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取
り

組
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ

◇
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
（
体
操
サ

ポ
ー
タ
ー
）

◇
こ
れ
か
ら
い
き
い
き
百
歳
体
操
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
方
、
興
味
・
関
心

の
あ
る
方

▼
申
込
期
限　

 

11
月
4
日
（
金
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
82
‐
５
６
２
３

◇
団
体
競
技　

７
人
８
脚
、
大
な
わ
と

び
、
ぞ
う
き
ん
が
け
50
ｍ
リ
レ
ー
、

ア
ジ
ャ
タ
（
玉
入
れ
）

※
小
学
生
、
一
般
（
中
学
生
以
上
）、

一
般
女
子
の
３
部
門
で
行
い
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
込
期
限　

11
月
１
日
（
火
）

▼
問
合
せ

　

生
涯
教
育
課　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

　

℡
82
‐
５
６
２
９

新
温
泉
町
秋
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き　

11
月
14
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
16
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ

　

多
目
的
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

▼
参
加
条
件　

新
温
泉
町
在
住
の
方

　
（
個
人
戦
を
行
い
ま
す
）

▼
参
加
料　

１
名
３
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
申
込
期
限　

11
月
４
日
（
金
）

▼
問
合
せ

　

新
温
泉
町
体
育
協
会
事
務
局

　

℡
82
‐
４
５
１
２
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新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

園
田
学
園
女
子
大
学
に
短
期
留
学
中

の
大
学
生
と
楽
し
く
、
文
化
交
流
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
滞
在
日
程　

３
泊
４
日

　

12
月
15
日
（
木
）
～
18
日
（
日
）

▼
募
集
数　

２
家
庭

▼
来
町
す
る
学
生　

２
名

※
但
馬
地
域
に
来
る
留
学
生
は
、
南
太

平
洋
大
学
（
フ
ィ
ジ
ー
）
２
名
、
カ
ン

タ
ベ
リ
ー
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
１
名
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
工
科

大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
７
名

▼
応
募
期
限　

11
月
11
日
（
金
）

▼
そ
の
他　

園
田
学
園
女
子
大
学
と
協

会
か
ら
薄
謝
を
ご
用
意
し
ま
す
。

韓
国
語
教
室
（
後
期
）

▼
と
き　

10
月
～
翌
年
１
月
ま
で
第

２
、
第
４
日
曜
日
（
計
８
回
）

　

午
後
１
時
30
分
か
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設
他

▼
講
師　

鳥
取
大
学
に
留
学
中
の
南
ソ

ウ
ル
大
学
生
（
日
本
語
学
科
専
攻
）

▼
費
用　

受
講
料　

１
０
０
０
円
／
月

※
国
際
交
流
協
会
年
会
費
２
０
０
０
円

が
別
途
必
要

▼
対
象　

中
学
生
以
上

―
申
込
み
・
問
合
せ

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
82
‐
５
６
２
５

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

上
山
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ

▼
と
き　

11
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円

　

小
中
学
生
８
０
０
円

▼
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

11
月
6
日
（
日
）

シ
イ
タ
ケ
植
菌
と
自
然

薯
掘
り
体
験　

▼
と
き　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▼
参
加
費　

大
人
３
０
０
０
円

　

小
中
学
生
１
５
０
０
円

▼
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限　

11
月
13
日
（
日
）

―
申
込
み
・
問
合
せ
―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

　

℡
99
‐
４
６
０
０

※
参
加
条
件
、
持
ち
物
な
ど
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　家事支援スタッフ急募 !!　従事者研修会のご案内
　シルバー人材センターの会員が、町からの依頼を受けて、援助を必要とする高齢者へ家事援助サー
ビスを実施しています。新温泉町では平成 28 年度から開始しています。
　家事援助事業のスタッフとして、「掃除が得意！」「空いている時間で大好きな家事の仕事がした

▼ところ　浜坂多目的集会施設
▼募集期限　11月 10日（木）
▼申込み・問合せ
　（公財）美方郡広域シルバー人材センター　℡ 92-2828

★家事援助サービスとは…
　体が少し動きにくくなった方の身

の回りの掃除、洗濯、調理、買い

物、薬の受け取りなどの支援です。

い！」「ゴミ出しや買い物ぐらいだったら手伝えそう」などなど、
できることから一緒に始めてみませんか？
◇受講対象は 60歳以上で働く意欲のある方　　　◇受講料無料
◇家事援助の仕事に従事するためには、シルバー人材センターの会
　員登録と、今回の研修会（２回とも）への参加が必要となります。

回 日　時 内　容 講　師

１
11 月 24 日（木）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

①介護予防・健康づくり
②生活支援サービスとは

・但馬長寿の郷　理学療法士
・新温泉町役場
　地域包括支援センター職員

２ 12 月 2 日（金）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

③認知症の正しい理解と接し方
④訪問するための心構え

・新温泉町役場
　地域包括支援センター職員
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平成 28 年度新温泉町臨時職員採用候補者募集

職種 採用人員 職務内容 応募資格等 賃金等 配属先 採用期間 勤務時間等

保育教諭
又は保育
補助員

1名 保育業務

満65歳未満
保育士又は幼稚
園教員免許（免
許のない方でも
応募可能です）

免許のある方
日額 7,300円

免許のない方
日額 6,400円

認定こど
も園

平成 28年 11月 1日
～平成 29年 3月 31日

午前 8時 30分～午後 5時
（早出遅出、土曜日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

医療事務
専門員

1名
病院での医
療専門事務

満 65歳未満
医療事務職技能
認定合格証等

日額 6,600円
公立浜坂
病院

午前 8時 30分～午後 5時 15分
（土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

介護員 1名 介護業務 満65歳未満 日額 6,800円
介護老人
保健施設
ささゆり

午前 8時 30分～午後 5時 15分
（遅出、夜間、土日勤務あり）
社会保険・雇用保険加入

看護師又
は准看護
師

１名
病院又は診
療所での看
護業務

満65歳未満
看護師・准看護
師免許

日額 8,800円
公立浜坂
病院又は
診療所

午前 8時 15分～午後 5時
社会保険・雇用保険加入
※勤務時間は相談に応じます

指導員 1名
放課後児童
指導業務

満65歳未満
保育士又は幼稚
園教員免許（免
許のない方でも
応募可能です）

免許のある方
時給    877円

免許のない方
時給    826円

放課後児
童クラブ

平日　午後 1時～ 6時
（延長の場合は 7時まで）
土曜及び長期休業期間
1日勤務
社会保険・雇用保険加入

　※年齢は、平成 28年 4月 1日現在とします。

◇応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真貼付の上、役場総務課総務係へ提出してください。
　　　　　　 ※資格を有する職種については免許の写しを合わせて提出してください。
◇受付期間　10月 14日（金）から 10月 25日（火）まで
◇面接日時　10月 27日（木）午後 5時 30分から行います。
◇面接場所　新温泉町役場　２階　第１応接室

－申込み・問合せ－　総務課　総務係　℡ 82-3111

指
導
農
業
機
械
士
・
農
業
機
械
士

養
成
研
修
・
検
定
試
験

　

高
性
能
な
農
業
機
械
、
施
設
を
安
全

か
つ
効
率
的
に
利
用
で
き
る
技
能
者
及

び
指
導
者
を
育
成
す
る
た
め
、
技
能
検

定
試
験
に
合
格
し
た
農
業
機
械
の
使
用

者
に
対
し
、
知
事
が
農
業
機
械
士
等
の

認
定
を
行
い
ま
す
。

▼
農
業
機
械
士

　

農
業
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
と
し

て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・

技
能
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

◇
受
験
対
象　

　

大
型
特
殊
自
動
車
免
許
取
得
者

▼
指
導
農
業
機
械
士

　

農
業
機
械
の
管
理
者
、
指
導
者
等

と
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能
を
身
に
付
け
ら
れ
ま
す
。

◇
受
験
対
象　

農
業
機
械
士
認
定
者

▼
養
成
研
修

　

11
月
24
日
（
木
）
～
25
日
（
金
）

▼
技
能
検
定
試
験

　

11
月
30
日
（
水
）

▼
会
場　

県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ

ン
タ
ー
農
業
大
学
校
（
加
西
市
）

▼
申
込
期
限　

10
月
26
日
（
水
）

▼
申
込
先
・
問
合
せ

　

農
林
水
産
課　

農
政
畜
産
係

　

℡
82
‐
５
６
２
６
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まちのうごき
8 月 16 日～ 9 月 15 日届出分　　（敬称略）
（届出の際に申し出のあった方のみ掲載しています）

　　　お問い合わせ　但馬ダイエー警備保障（有）
　　　　　　　　　生活サポートシステム　担当　池上

　買い物、病院等への外出の付添い、墓掃除、草抜き、草刈り機を
使用した草刈り、枝切り、家の内外の掃除、家具の移動、その他一人っきりでは
億劫になりがちな片付け等、心優しいおばちゃんと爽やかなイケメンスタッフが
真心こもったサービスでお手伝いいたします。料金は、一時間ごと 3,000 円、草
刈機 3,000 円、軽トラック 4,500 円（税抜）などとなります。お見積り、相談料、
交通費は無料です。≪受付時間　月～土　8：00 ～ 18：00 ≫

【広告】お任せください。安心、安全のサポート  ♥

げんちゃん
担当者直通電話

　090-4147-2916

●まちのうごき●　
　10月1日現在

（　）内は前月比

人　口 15,205 人 （－  28）

　男 7,241 人 （－    3）

　女 7,964 人 （－  25）

世帯数 5,767 世帯 （ー    1）

町県民税
第 3 期納期限

  10 月 31 日（月）
税務課　℡ 82-3113

いきいき生活カレンダー
掲載行事の日程変更

▼美方郡暴力追放・交通安全住民大会	
　変更前（掲載日）　10月 22日（土）
　変更後（実施日）　11月   5 日（土）
▼防災訓練
　変更前（掲載日）　10月 30日（日）
　変更後（実施日）　11月 27日（日）
▼問合せ　町民課　環境防災係
　　　　　℡ 82-5621

住　所 氏　　名 年齢 死亡日

 

  

 

 

 

 

うぶごえ ご冥福をお祈りします

ご結婚おめでとう

住　所 夫婦の氏名 届出日

 

住 所 氏　　名 保護者 出生日
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広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

広報しんおんせん（10月号）

10 月号
vol.133

H28（2016）.10.13

「広報しんおんせん」は、資源保護のため古紙 100％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

　

9
月
25
日
、
但
馬
牧
場
公
園
で
開
催
し
た
「
第

23
回
但
馬″
牛
ま
つ
り
〟」
に
は
、
町
内
外
か
ら
約

１
万
６
千
人
が
来
場
。
但
馬
ビ
ー
フ
の
ミ
ニ
ス

テ
ー
キ
を
は
じ
め
、
但
馬
ビ
ー
フ
を
使
っ
た
い
ろ

い
ろ
な
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
の
「
日
本
酒
ま
つ
り
」（
但

馬
杜
氏
組
合
主
催
）、
造
形
物
パ
レ
ー
ド
や
ふ
る

さ
と
芸
能
発
表
、
西
村
晃
司
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
遊
月
亭
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
ラ
イ
ブ
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
、
楽
し
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
但
馬
牛
の
絵
展
」
で
は
、
但
馬
内
の
小
・
中

学
校
や
幼
稚
園
な
ど
か
ら
３
５
１
点
の
応
募
が
あ

り
、
全
て
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

但
馬
牛
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
9
月
に
但
馬
牧
場
公

園
で
、
但
馬
ビ
ー
フ
焼
肉
の
試

食
や
但
馬
牛
〇
×
ク
イ
ズ
大
会

な
ど
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

新
企
画
と
し
て
、
10
日
に
は

但
馬
牛
モ
モ
肉
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
っ
た
「
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
作

り
体
験
」を
実
施
。
参
加
者
は
、

肉
の
下
ご
し
ら
え
や
表
面
の
焼

き
方
、
オ
ー
ブ
ン
を
使
っ
た
火

の
通
し
方
、
ソ
ー
ス
の
作
り
方

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
美
味

し
そ
う
に
焼
き
上
が
り
ま
し
た

が
、
肉
の
ス
ラ
イ
ス
と
盛
り
付

け
は
、
閉
じ
込
め
た
肉
汁
を
こ

ぼ
さ
な
い
よ
う
、
自
宅
に
持
ち

帰
っ
て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日
に
は
「
レ
ザ
ー

ク
ラ
フ
ト
教
室
」
を
実
施
し
、

親
子
連
れ
な
ど
15
人
が
、
牛
革

を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
を

体
験
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

色
や
模
様
の
牛
革
か
ら
２
枚
を

選
び
接
着
剤
で
貼
り
合
わ
せ
、

そ
の
革
に
牛
や
羊
、
は
ば
タ
ン

な
ど
の
金
型
を
押
し
当
て
て
切

り
抜
き
、
リ
ン
グ
や
紐
を
取
り

付
け
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
新
企
画
！

「日本酒まつり」　但馬杜氏と日本酒談義

  造形物最優秀賞「モーちゃんとゆかいな仲間たち」
  電動で、鳴声が出たり頭や尻が動いたりします

絵
展
大
賞「
カ
メ
ラ
に
近
づ
く
牛
」

中
井
瑚こ

都と

さ
ん
（
照
来
小
５
年
）

＊ 表紙のカラー印刷について ＊
　町民の皆さんに、より興味を持って広報しんおんせんを手にとっていただくため、本年度２回、表紙のカラー
印刷を行うことにしています。今号と冬季に１回を予定しています。

広
報　

し
ん
お
ん
せ
ん

編
集

・
発

行
／

新
温

泉
町

役
場

　
　

〒
669-6792　

兵
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